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森林文化社会の実現を
めざして
一森林交付税交付金制度創設の意義一

なかやま

中山
処
一
塁
ロ

媚
弘 和歌山県本宮町長

発想鰯祷焦

作家佐藤春夫は，中編｢熊野路｣の冒頭で，「熊野川のやうな相当な河もありな

がら，その流域もただ山ばかり，下流に到っても平野といふ程のものもない｡岩

の多いl1l腹でなければ，砂礫ばかりの海浜である。住宅を営むに足る極く狭い平

地を除いては耕作する田畑などあらう道理もない。山腹に段々畑が開けても労ば

かり多くて一向農作には適しない。そのくせ気候の温和な土地には神代の昔から

人が居る。地は貧しく人は多い。人々は海を探り,11.1を分けて生活を求めた」と

記していますが，山と海とのただ中で，自然の摂理と切っても切れない深いかか

わりを持ち，ときには優しく包まれながら，ときには恐怖で縮こまりながら，自

然と共に生きてきたのが，熊野の人間です。

私の生まれ育った野竹という集落は，この山また山の熊野の
そぴ

山々の中でも，ひときわ美しく鍵えた野竹法師の山懐に位置し，

山と共に生きてきた集落です。終戦当時24世帯で100人余りの

人々が暮らしていましたが，戦後の急激な社会変化の中，子ども

の教育や経済的な豊かさを求め，一人また一人と村を去り，現在

では，私も含め4世帯7人の老人しか住まない集落へと衰退し，

集落機能（冠婚葬祭の催しや道普請等の村の共同作業）の維持は

もとより，集落そのものが消え去ろうとしています。

巴

私の集落は，極端な過疎化の一例ですが，私が行政を預かっている本宮町にし

ても，昭和31年の合併当時1万人を超えていた人|_｣が,平成8年の国勢調査では

4,123人まで減少しています。これは紛れもない自治機能の低下であり，地方公共

団体の財政力を示す指数としてよく用いられる財政力指数は,合併時の0.32から

0.12まで低~ドし，予算の大半を依存財源に頼らざるを得ない状況になっていま

す。これは，蝋に本宮町だけの問題ではなく，高度経済成長期に商工業の生産力

の増強を図るために，政策的に実施された都市への人口移動が不均衡な人口形態

林菓技術No.6781998．9
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を生み出し，その結果，財源が都市へと集中したのが主な要因であり，過疎化に

よる自治機能の低下は，全国の山村自治体に及んでいます。しかし，山村自治体

は，商工業の成長と反比例しながら衰退している農林業の振興や，国土の大半を

占めながら急速に荒廃が進んでいる農地・森林等の自然環境の維持管理等種々の

問題を抱えながら自治機能の維持に全力を尽くして戦っています。

戦後，政府が推し進めた経済政策は，確かに日本社会を物質的に豊かにし，絶
おうか

頂を極めたバブル期には，日本人は富と飽食の中でこの世の春を調歌し，多くの

人々がその豊かさが永遠に続くものと錯覚していました。しかし，その一方，精

神的な人間社会の崩壊が静かにしかも着実に進行し，バブル崩壊後の経済破綻と

ともに，少年犯罪の悪質化をはじめとした異常犯罪が一挙に現れてきています。

これは，単に継済の再興と教育環境の改善により解決する問題ではなく，戦後急
かいり

速に推し進められた自然乖離，経済至上の道を，あらためて問い直す複雑で雌解

な問胆であり，根本的に人間の思考を変える新たな哲学が必要となっています。

私は，そのヒントが，山村とそれを取り巻く森林を中心とした自然環境の中に隠

されているのではないかと考えています。
剛が

すなわち，市場経済優先の思想を転換し，歪められた都市生活

の改善を図るため，長く忘れ去られていた山村の価値，一見する

と非合理的で生産性の乏しい生活習慣ではあるが，人と人とのつ

ながりの中で，心が触れ合い，安らぎを見いだす生活環境の創出

と森が人々に与えてくれる限りない恵みの1lli値を見つめ直し，そ

れを守るために必要とする政策の推進を可能とする政治行動こそ

が，新たな哲学を生み出すための必要不可欠な出発点ではないで

しょうか。この行動こそが，都市と山村の不均衡を解消し，均衡

国土対策につながり，ひいては地球環境に大きな影響力を及ぼすある|對上保全，国土対策につながり，ひいては地球環境に大きな影響力を及ぼす

森林の公益的な機能の向上をも含めた壮大な物語の序幕となるのではないでしょ

うか。

私は山村を預かる自治体の長として，先に述べた経験と思考を基調とし，自治

体運営に携わり，快適で潤いと魅力ある||｣村社会の実現と蝋かな森林環境の保全，

再卿をめざし，日々種々の政策に取り組んでいますが，急激に進んだ過疎化と樹

齢化の中で，理想とする山村自治体のあり方と現実の自治体運営の財政執行にお

いては，あまりにも大きなギャップが内在しており，問題解決に向けた詔政策の

執行においては，しばしば大きな壁となって立ちふさがってきます。

私は，その問題解決の一つの手法として，森林交付税交付金制度の創設を考え，

平成3年の夏にマスコミを通じて全国に発表しました。

森林交付税交付金構想の基本となる考え方は後に述べますが，この私の呼びか

けに対し多くの賛|可の声が全国各地から寄せられ，意を同じくする人々の多さに

林業技術No.6781998．9
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圧倒されるとともに，山村・森林・林業の置かれている現状の厳しさ，その対策

の推進がいかに火急を要するものであるかを痛感する機会となりました。

そこで,私は賛同をいただき全国から集まった36町村の首長と

ともに,平成4年の秋が深まる11月5日に森林交付税創設促進連

盟を結成し，本格的に森林交付税の創設に向けた取り組みを始め

ました。加盟町村長や良き理解者の熱心な行動とマスコミ各社に

よる好意的な報道により，運動の輪は急速に広がりを見せ，現在

では790の市町村が加盟する団体へと成長していますが，わずか

5年間にこれほどまで広がりを見せた地方発の運動はほかに類は

なく，それだけ全国の市町村長が山村・森林・林業の現状に危機

意識を持って行政を遂行しているという証拠であり，現状を乗り

越え，山村・森林の価値観を見いだすための新しい制度・政策がいかに必要であ

るかを如実に物語っているものでもあります。

税交付金構想について

主旨

全国の山村自治体は，明らかな過疎化，高齢化に伴う生産力の低下により，財
ひっぱく

政は逼迫し，大半が依存財源に頼らなければならない状況のなか，急速に衰退の

道をたどりつつあると言わざるを得ません。このことは森林の適正管理を不可能

とし，ひいては日本の国土は最大の保全機能を失い，民族の将来をも危うくする

ことを意味しています。

このため，森林や山村地域が持つ公益的機能を今後とも持ち続けられるように，

国の総合的な税収の中から森林交付税交付金を地方交付税交付金の別枠に創設し

て，市llll.村に還元すべきであるという主旨を基に，以下は森林交付税の考え方の

概要をまとめたものです。

概要

森林交付税交付金の考え方は，森林の持つ公益的な機能，すなわち大気浄化，

水資源かん蕊，山地災害防止，保健休養，遺伝資源保全など，あらゆる面にわた

るかけがえのない働きを，高度に，しかも総合的に発揮させるため，林業の経済

性が確保されていない現状では，森林の公共性，外部性（※外部経済効果）を-I-

分に評illiし，それに対して適切な惜悩を加えることが必要であるとしています。

※外部経済効果

本来の経済活動以外にプラス（またはマイナス）の影響を及ぼすにもかかわら

ず，対価の支払われないものをいい，森林の公統性の外部経済効果は，代替財で

調達するとすれば，平成3年時点で年間39兆円と試算されています。

以下，基本的な考え方の概要を述べます。

○森林保全に対するI稲l民的な筒まり，ウルグアイラウンド後の膿林業，農lll村の

危機意識の深まり等を背景にして，森林に関する行財政の強化を主張する情勢

林堆技術No.6781998.9
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は客観的にも政治的にも成熟しつつある。

○森林を適正に維持・管理することは国民的課題であり，そのための施策は多方

面にわたるべきであるが，近年の森林事情，林業事情および林政の動向などか

ら見て，市町村に課せられる役割は著しく増加している。

○これまで，地方における林政機構は，国→都道府県→森林組合のルートを基本

にしていたこともあって，市町村の林政体制および林業関係予算は甚だ弱体で
こた

ある。現状では市町村林政への期待に応えることはできない。

○林構事業，森林整備計画制度，流域森林管理システムなどに見られるように，

最近，市町村林政が担うべき分野が増大している。それを推進する財政的裏付

けが必要である。そこで市町村林政を強化し，山村を健全な状態に維持するた

めの財政惜悩として「森林交付税交付金」の創設を要望する。

○交付税交付金の交付対象としては，森林所有者に直接交付する方法と，森林所

在地の自治体への財政的援助が考えられる。私たちは森林を抱え環境の保全に

努めている自治体に対して財政援助を行い，向治体を韮盤として森林保全の方

策を考えるという立場をとる。採算性を離れても森林を守る主体は自治体しか

考えられない。つまり，森林保全の最前線である圃洽体に，保全のために十分

な財源措置を講じることである。

○財源としては，①一般財源によって新たに作る，②地方交付税交付金における

市町村の基準財政収入額の算定にあたって,収入の75％としている収入額の比

率を引き上げることによって生じる浮いた財源を充てる，③森林・山村対策の

支援措置を増額のうえ移管する，等が考えられる。

○交付基準は，森林面積を測定単位とし，袖正係数として国有林・民有林の比率，

森林面積比率，植栽の状況，さらに態様の変化を考慮した段階袖正等を用いる。

また，林業従事者数を同じく測定単位に入れ，従事者の社会保険料などの費用

にも配慮する。

○交付規模は,森林の外部経済効果の試算約40兆|:ﾘ／年をベースに考えて，林業

の赤字を埋めることによって現行の森林ストックの維持を図る額とする。その

額は，森林面積や人工林面積を対象とした場合5,500億円から1兆9,000億円

と試算される。ここで重要なことは，具体的な数字を計算することよりも手順

を認識することである。

○使途の限定性はできるだけ裁量的な支出を補償しながらも，森林交付税という

名称を用いる意義を考えるならば，何らかの形で森林の保全に関連した内容に

充てることが必要であろう。そして使途をできるだけわかりやすい形で公表す

べきである。

新たな展開を求めて

かか

政府は近年，森林・山村対策に係る制度対策を次々と打ち出しており，昨年の

森林法の一部改正は、これまでの森林・林業行政のあり方を大きく変える面期的

林龍技術N⑥､6781998．9
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な改革となりました。特に、森林の経済性重視の政策から公益性を重視した政策

への転換，地方交付税法改正に基づく「国土保全対策ソフト事業」の創設等は，

私たちがかねてから主張してきた森林交付税交付金創設運動の主旨と合致すると

ころが多く，私としても高く評価しているところであります。

しかし，これはほんの序幕であり，私たちが真にめざしている自然

と人間が共生する豊かな社会づくり，つまり豊かで活力のある山村で

人々が生き生きと暮らし，手入れの行き届いた森林や農地は活力に満

ち，都市住民の要求を満たす休息空間，自然空間を作り出す等，バラ

ンスのとれた国土政策により国土保全機能が強化され，都市,1.ll村を

問わず人々が自然との共生の中で豊かに暮らす社会（私は，その社会

を森林文化社会と言っています）の創造に向けた壮大なドラマの始ま

りの一幕にしかすぎません。

今日の政治，危機的な経済情勢，莫大な赤字を抱える国家財政等を

新しい制度創設は困難極まりない苦難の道ではありますが，森林交付

創設と森林文化社会の実現をめざし，「千万人といえども吾ゆかん｣の

見るとき，新しい制度創設は困難極まりない苦難の道ではありますが，森林交付

税交付金の創設と森林文化社会の実現をめざし，「千万人といえども吾ゆかん｣の
まいしん

気概を持ち，所期の目的達成のため遥進していく所存でありますので，この遮動

にご理解をいただき，ご叱責と激励を心からお願い申し上げます。

〈完〉

》
潔
誇
認
》
灘
稚
遥

マツ林の保全とマツ枯れに関する国際シンポジウムが開催されます

平成10年10月26日(月)～30日（金）於日経ホール・九段会館・宮城県松島

日本全国のマツ林に猛威をふるっているマツ材線虫病。この被害の範囲は，今や国

内ばかりでなく，中国大陸，朝鮮半島，台湾を含む東アジアにまで及び，また本病が
ヨーロッパのアカマツ林に侵入するのではないかと危倶される事態にまでなっていま
す。世界で最も重大な森林の脅威となっているマツ材線虫病について，国際シンポジ
ウムが，次の日程で開催されます。

－

,公開シンポジウム(日経ﾎー ﾙ=千代田区大手町1-9-5,10月26B(月)午後1時より.参加費無料）
1．世界のマツ林の現状とマツ林の役割
2マツ林の衰退と材線虫病の蔓延一植物病学，線虫学，昆虫学の視点から
3．材線虫病の防除と木材輸入の脅威

･分科会(九段会館,10月27B(火)~28B(水))
登録者による講演・ポスター発表。

◇現地検討会(宮城県松島10/29(木)~30(金)バｽﾂｱー ）
日本三景の一つである松島の材線虫病被害の実態と防除についての現地検討会
（東京～松島～東京，観光バス利用）

※詳細については，下記事務局へ。

『マツ林の保全とマツ枯れに関する国際シンポジウム」事務局
〒113-8657東京都文京区弥生1-1-1
東京大学大学院農学生命科学研究科森林植物学研究室気付
Fax_03-5802-2958,Tel.03-3812-2111内線5206

林業技術N().6781998.9



大規模な災害復旧にかかわる技術も当然①鳥と毒がら重要ですが，日ごろ，森林の管理
にあたっている方々 にとって，林道等に多発する4鏥落等への緊急対応も，悩みの多い課
題ではないでしょうか｡限られた予算の中で,どのような工法を選択するが地元に寅材・
技術はあるか，また，間伐小径木や現地で採材可能な資材の活用といった場面も想定され
ます｡本号では,事業賀1,000万円以下の工事をﾆー 応あ自安として考えることとし,基本
的な対応技術，施工された災害復旧工事のその後葱どの特集としました6

7

小規模山地崩壊の復|日技術の基本

はじめに

「小規模山地崩壊」という弓集は，治lll･砂防の

学術用語集や関連の技術黎準'繋')'2)の中には見当

たらない。ここでは細集の趣旨に沿って皆伐跡地

や林道・作業道等に多発する小Ⅲi落への緊急対応

を念頭に，比較的少額な群業践で復''1させる基本

的な対応技術の考え方，過去においてなされた小

規模な災害復旧工事の以後の状況等について検討

し，これからの望ましい進め方についてもふれて

みたい。

崩壊発生機構と原因解明

山地崩壊の復旧に際しては，まずそこが「なぜ

崩れたのか」その素因と誘閃を詳細に調べ明らか

にしておく必要がある。そのことは復旧対策の合

理化や以後の拡大防止，｜剣樋の崩れの再発の抑制

に役立てられる。粗放な土木工事等による破壊は

別として，門然発生による111崩れの機描・原因や

形態は，実に変化に富んでいるが科学的な法則性

も存在する。

よく見られる小規摸崩壊の事例として，新第三

紀層地帯に短時間に蒙雨があったとき，皆伐跡地

に多発する表膳崩域,1MIIlllした渓流の水衝部に起

きる浅刷崩壊，さらに長時|H1の降雨の連続によっ

て起きる地~ド水が関与した局所性深卿崩壊などが

あげられよう。これらの崩れの中に,個別に小i削積

であっても，流域|ﾉ1に分散多発するものを合わせ

れば大きな而椴に達する。林道のり而や急傾斜造

成面に発生する崩壊は，大部分浸透水の影響によ

るが，崖崩れとともに一般に小区域に限定される。

いずれにせよ，斜面崩壊はlll腹の形状，山腹勾

配，土のせん断抵抗や土層購造等がかかわり，そ

れに山腹土暦を引き止めている限界以上の誘因

(外力)が加わって初めて発生する。崩壊しやすい

むらいひろし

吉林晨業大学客員教授村井宏

のは特殊地質，花崗岩系の風化マサ土，火山噴出

物のシラスや火山灰土であり，豪雨により集中的

に発生するが，近年急速に地域で研究が進み，そ

れによって発生機構は順次|ﾘjらかにされつつある。

降雨による山腹崩壊現象を見ると，表流水の侵

食が主体のものと浸透水の影響によるものとに大

別できる。前者については雨滴の土壌衝蝦現象に

始まり，地表流による薄層侵食に，流水が集中す

ると溝状洗掘に発達する。殿終的には射流状態か

らガリが形成されるようになる。一方，土層中に

浸透水が増加すると土湿が急速に高まり，土壌の

粘着力および内部摩擦角が大きく減少し，また，

浸透水の自由水面の上昇によるいわゆるパイピン

グ現象が発生する。これとともにさらに押しH'し

現象も加わり，崩壊による土砂の移動領域が拡大

する。崩壊にはこのような水の動態と地質的な弱

点が付き物で，対象地とその周辺を十分に観察す

ることが大切である。

復旧対策の基本方針

病気やケガと同様に，山崩れでも大規摸なもの

より小規模なものは，一般的にいって復旧しやす

く，簡易で人為的な手助けによって自然復旧も可

能な場所が多い。その而枝的規模は問わず，拡大

を防ぎそこからの有害土砂の生産を抑えるために，

不安定斜面を暫定的に安定化し,i'1.能であれば植

生によって緑化することが望ましい。荒廃裸地面

に植生を発達させることは，直接的目的として植

被による表面侵食防止と，根系のネットワークに

よる表土緊縛効果があげられる。荒廃山腹の長期

的安定は，基礎工や基盤工の施工によって，植生

発達とともに総合的に発揮される。

休業技術No.6781998．9
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崩壊の素因・誘因が明らかにされ

ることによって，その復旧対策も科

学的に、かつ，効率的に対応するこ

とができる。復旧に当たっては，ま

ず基盤整備が前述のように先決とな

るが，表①のような基本工種')が提

荒廃タイプ

表面侵食型

浸透水型

渓崖侵食型

案されているが，具体的には気象，地質条件を考

慮した地帯区分や荒廃程度等によって細分化され

なければならない。この中に地すべり性(変質風

化)の整備工は含まれていないが,もし小規模崩

壊でもこのようなタイプに遭遇したら,当然地下

水の排除と地盤安定のため杭打工,土留工,暗渠工，

ボーリング排水工などは避けられない。

復旧工事に取り組む前に

小規模崩壊の場合には，大規模のものに比べ一

般的にいって復旧しやすく，周辺の自然環境に戻

しやすい。といって安易に復旧工事に取り組むべ

きではなく，まず周辺部分の植生，土壌，地形，

地質等を十分に調査するとともに，現在は移動域

となっていなくとも近い将来不安定化しやすい部

分を，確実にマークし

例えば，崩壊面上部

面への流水をカットし

定化させるような

立木は，あらかじ

め伐採するほうが

得策である。崩壊

地内にすでに崩落

している土砂や，

かぶり切除によっ

て発生する土砂は，

概ね理化学性が良

好で種子や繁殖材

料が潜在しているので

活用できるものは可及

小規模崩壊跡地の事

に安定し植生によってに安定し植生によって被覆され，荒廃規模が

縮小していく場所もあるが，一方，周辺に崩れが

拡大したり，崩壊斜面からの地表流により満状侵

食が加速化する拡大傾向の状態も見られる。自然

林業技術No.6781998.9

(浅層）

(深層）

表①荒廃タイプ別の基盤整備の基本工種

対策工法

区域内外からの表流水の処理と植

生等による速やかな全面的な被襲

基盤が比較的安定しており，基盤

へ土留工を固定することが可能

地下水,地表水の処理を優先し,軟

弱地盤は排水工を高密度に施工

風化の度合いにより対応が異なる

が，進んでいない場合には墓碓工

、 (）

主な工種

被覆工，種子吹付工まだは張芝工，

一部に簡単な水路工など

十留Z,筋工,水路工,槙苗工,植

栽工，一部に水路工など

暗渠工,水路工,土留工,コンクリ

ート枠工，植栽工など

谷止工,床固工,護岸工,山腹に土

留工，筋工など

-(圏“Ⅱ'に柾せる）

一、

←<雛&凝職>典0
で淡定できるか？

皇x殉～
＋

植唯.I）

（
Y

保育・；lli修隷祷理）

▲図①小規模崩壊地の復旧のフロー

の土石の安定状況，山頂周辺部のかぶり付近の変

化状況，区域内の植生の発達，特に面的な広がり，

購成する植物種の生活型械成，樹齢等によって概

ね推定可能である。
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工事着手の判断や具体的対策，考え方は図①に

準拠するが，治山事業なので保全対象によって対

応が変化する。小規模崩壊地の場合には，大規模

のものより自然復旧に任せる部分が多くなり，榊

造物のウエイトは低い。

図②に小規模崩壊地の自然立地条件と復旧のた

めの対策の標準的施工例を示した。

基礎工への自然資材の積極的活用

小規模崩壊地といえども，斜面の安定や渓岸の

保護に万全の対策を講じなければ，効果的な植生

〉1.05m

>1.()2m

}0.98m

尺端ﾒL太末LIif0.10m

／ ／
コーチスクリュー

すことになる。し

，これらの基礎工ノi｡',｡r｡,
rl

IOIOlO

ll｡II-「「弱~｢「
なものですむ場合門i-さ一。，。。1局『_、
工両買上．『詞→‐2．､L、一IOOloCIOOIO

“2”の導入や生育発達に支障をきた

かし，大規模崩壊地に比べれば

や植牛基盤工は，ある程度軽量
”
『
》
蕊

が多い。基本的には自然との調和を図るために，
焉工誕喝|■ー酒■■■唖■■■ﾛ■感■◎OIOOIO 01

石材や木材等の自然物や林産

物を活用することが望ましい。

ただし，長期的安定度が要求

される谷止工，床固工や主要

』塑Z.E戦擁木末L』朧0」Omxl

、雌礎ﾒLkポI1"O｣Om

される谷止工，床固工や主要
図③丸太積土留工の構造（青森営林局治山課）上？断面図，下？詳細図

部の山腹基礎工は，コンクリ

ート構造物も積極的に導入しなければならない。表②丸太菰土留工の材料明細(青森営林局治山課）

小規模崩壊地の斜面下部や渓岸部の固定には，

3～4段の鉄線籠（玉石中詰）と杭打工（心杭．

留杭)，土留工によって対処できるし，景観保全上

も好ましい。また，鋼製自在枠工も適当であり，

中詰にコンクリート塊や床掘土砂石れきを用いれ

ば資源再利用となり，第三者から好感が得られや

すい。このような材料を活用すれば，所定の玉石

やれきを用いることによる若干のコストの軽減も

期待できる。

木質材料を用いる工種としては，従来から実施

されてきた丸太積土留工，のり付木柵工等がある

が，のり面の全面固定としては丸太枠工も各地で
はくら〈

採用されるようになってきた‘'>･表層剥落型の穣

雪寒冷地帯の崩壊地を対象に，金網で覆った斜面

に丸太枠を固定し挿木・植生袋を用いた東博士の

｢面状基礎工」の考え方は指針になる3)。

これらの木材を使用する場合には，材径等に関

し，ある程度幅を持たせた規格とし，部材の長さ

は標準的な木取りによる丸太をむだなく使うよう

に，さらに，皮剥ぎや防腐処理をしないでコスト

規格寸法数量｜単位種別

横木

(ウッドプロック）
径10伽長750m 72 本

縦 木

(ウットミブロック）
72径10剛長460m 〃

天端丸太

〃

径10dIIIA)長2.0m

径10酬旧)長175m

４
１
″
″

基礎丸太

〃

〃

径10dIIIA)長2

径10dn(B)長0

i¥10cm(0g0

0m

35m

25m

４
４
１

″
″
″

控木

コーチスクリュー

g10cm長1.0m

j12m 洗
茎長30"

1m繩じめ
雑草木株 R

u 束 10m2

当たり

の軽減を図ることが望ましい。土留工の場合はｲllll

の間に，萌芽性低木の埋幹，草株や木本類植栽を

行って,丸太が腐朽した後に,活物が効果を代替で

きるよう配慮する。参考として図③および表②に，

丸太職土留工（青森営林局治11IW)5)の構造図と材

料明細表を示した。実行成繊も概ね良好である。

林業技術N().6781998.9
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崩壊地復旧には，水路工が必要な場合が多いが，

集水面積が比較的小さく傾斜がそれほど急でない

場合には，植生土のうや張芝水路を用いると自然

との不調和感が少ない。伏流水がある場合には当

然暗渠工が必要であり，市販の合成樹脂系の暗渠

材の周辺に，中詰めとして石れきが用いられるが，

間伐材のチップなど木質材料を用いることも提案

されている4)。この際チップは麻袋等で管の周囲

を包むのが効果的である。

植生導入の考え方と手順

これからの治山緑化は，国土保全という大義名

分ｶﾐあっても，生物多様性生態系の維持を全く無

視した画一的な植生導入は許されない。施工上可

能な限り復元目標として「周辺の自然環境と調和

のとれた植生」が期待される。そのような植生相

観は，防災上の目的を達成している限り，高い評

価が得られるであろう。小規模崩壊地は大規模の

場所よりも，一般的にいって自然調和型の緑化技

術の導入が可能と考えられる。

植生復元についての手順は，山腹基礎工の終了

した後，地盤の条件にもよるが，まず緑化基盤工

が施工される。基盤工は植生生育可能な条件を作

るもので，地盤の状況に適合した工種が選択され

る。この場合，保全効果の持続性と景観保全の視

点も考慮されなければならない。基盤工が終了す

れば植生工が進められるが，工種によっては両者

が併行的に行われる場合もある。

植生工の実行に際し，植物材料の選択や準備，

地盤の理化学性の調査，植生導入時期の検討がさ

れなければならない。近年は小面積の緑化でも作

業の能率化の面から種肥土吹付工が採用される。

土地条件の不良部分では，金網張りによる客土や

有機質資材が必要厚を考え吹付けられる。この場

合，あらかじめ準備しておいた潜在種子や腐植土

の入った崩積土やかぶりの切取土壌を，吹付材料

の中に用いることが得策である。

また，小規模崩壊地の復旧では土留工の中にヤ

ナギ類，ウツギ類の挿木・埋幹，ススキ・スケ類

の株分けなどによって植生導入をしやすい条件を

持っているので，人手のかかることではあるが積

林業技術No6781998.9

極的に実行したい。治山緑化は終局的に荒廃地を

森林植生に戻すことである。したがって,当初から

実播種子の中にできるだけ木本類の種子を混播し，

樹林化を目指すべきである｡また,草生緑化地に木

本類の植栽を積極的に行い，地盤の強化を目指す。

残されている問題点

小規模崩壊地の状況は，場所によって荒廃の実

態はさまざまで,特殊な地質,例えばシラスや軟岩

で風化進度の早いもの，流れ盤となっている地層，

湧水のある場所等は，常に不安定で幾度か施工し

ても崩れが繰り返される。このような場所で保全

対象の高い場合には，原因の徹底的な究明を図り，

小規模と見られる崩壊でも地下水を排除したすべ

り面対策工,石積工,井桁工等を含む重量擁壁工や

連続枠工十厚層基材吹付工等の施工力§必要となる。

山間奥地に存在する過去の大面積皆伐跡地等に

発生している小規模崩壊地の集団に対しては，気

象条件が厳しく,ぜい弱な地質と急傾斜,さらに治

山用搬路が不十分なのが実情である。こ､のような

場所に対しては,省力化･能率化の面から考えると，

航空実播工の採用が得策である｡近年,本工法は技

術的に進展し，自然環境の不良な場所での早期緑

化が可能になった｡しかし,実播樹草種が限られ外
かく

来種が優占するため，自然生態系を撹乱したり，

多量の施肥や基材の散布による水質悪化の問題が

残されており，いっそうの技術的改善が望まれる。

このほか，最近トラクタ集材に伴う粗放な作業

路の作設による小規模な崩壊地発生は無視できな

い。これらの誘因の大半は人為的なものであって，

林業経営の面で保全的な措置によって解決される

べき問題であるが，簡易な横断水路工や伐採木の

枝条等を活用した簡易な被覆工によって，拡大を

防止するような留意を事業者に期待したい。

【参考文献】

1）林野庁監修：治山技術基準解説，総則・山地治山編，
日本治山治水協会，（1983）

2）砂防学会編：砂防用語集，社団法人全国治水砂防協会，
（1976）

3）村井宏･堀江保夫編：新編治山･砂防緑化技術，㈱ソ
フトサイエンス社，（1997）

4）津曲敏英：森林土木効率化等技術開発モデル事業にお
ける木材利用工法施工事例について,治山43②,（1998）
5）青森営林局治山課治山事業山腹工種標準図集,(1998）
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現場資材を活用した

小規模山地崩壊地の復旧
ふじもとてつお

帯広営林支局業務部治山課長藤本鐵男

旧工事を行っており，ここではその主な工種につ

いて紹介します。

【1．木柵工】

柵工は崩壊斜面の表土移動防止と表面水を分散

し，浸食を防止して山腹面を安定させ，植生等の

保全および復旧を図るために実施しています。

⑭施工対象は,小規模な崩壊地の復旧およびコン

クリート土留工や，その他の土留工間の斜面安定

はじめに

帯広営林支局管内は，北海道の太平洋側東部に

位置し，十勝，釧路，根室の3支庁を管轄区域と

し管内面積の56％を占める71万haを管理してい

ます。

管内は日高山脈や大雪山，阿寒，知床火山帯に

囲まれており，高山や尾根筋急傾斜地が介在して

いるほかは全体的に緩傾斜地形ですが，地質が全
ぜいじゃく

般的に脆弱であるため小規模な崩壊地が数多く

発生している状況です。

このような崩壊地に対して間伐材を利用した復

111

▲図①－1木柵工側面図

“
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▲図①－2木柵工正面図
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▼表①－1木柵工歩掛（柵高さ050m)(1()m当たり）

に木柵工を実施しています。

②設計にあたっては保全対象の重要度,荒廃形態

等から木材の耐久性を勘案し，復旧が可能か十分

検討したうえで実施する必要があります。

③材料は杭丸太，横丸太ともカラマツ丸太(間伐
む

材)直径9～10cmを標準に皮剥きしたものを使用

しています。なお，軟岩等で杭丸太の打込みが困

難である場合は鋼管杭を使用しています。

④施工の方法は図①－1，2のとおり，杭長1.5m

の丸太を75cm間隔で1m打込み,横丸太は地山に

密着させ,下から50cm上がった杭天端まで重ねま

す○横丸太間に極力隙間のできないように鉄線で

結束し，固定してから背面を現地発生材で埋戻し，

締固めを行います。

⑤木柵工の段差は直高1.5mを標準として施工

しています。

⑥横丸太は末口径と元口径の差が極端に大きい

もの，曲がりの著しいものは施工にも苦労して仕

上がりも良くないので，材料

名称｜形状寸法｜単位数量摘要

0.160
(13.3）

末口径9(]11
長さ1.5m Ｊ

而
本く

杭間隔0.75m丸太杭

末口径9剛
長さ3.0m

0.401
(16.7）Ｊ

而
本く

横丸太

なまし線＃10
(3.2mm)

鉄線 k9 4.0

山林砂防工

〃

金額

人
一
人
一
円

0801杭打ち

0401結束仕上げ
41,8271

▼表①－2木柵工(111型)歩掛(柵高さ050m)(10m当たり）

名称｜形状寸法｜単位数量摘要

鋼管径48.6m
長さ15m

本 杭間隔0.75m鋼管杭 13.3

末口径9cIII
長さ3.0m

0.401
(16.7）ブ

而
本く

億丸太

なまし線＃10
（3.2叩）

鉄線 3.0kg

人
一
人
一
円

0．401杭打ち

0401結束仕上げ
37,1231

山林砂防工

〃

金額

(柵工長10m当たり）▼表①一3さく孔歩掛

選定にも配慮する必要があり

ます。ただし，多少の曲がり

は結束によって修正でき，目

的達成上は支障はないと考え

ています。

⑦このほか,流量の少ない小

流域の治山ダムの側壁，流路

工，護岸工として木柵工を採

用しています。

⑬木柵工の背面には必要に

応じヤナギの立ソダを行って

います。

軟岩
(1)A

軟岩
(1)B

軟岩
(II)名称 規格 単位 摘要

数量’数選｜数量

潤淵吊尿分)lel025103@
質料
運転時間5H/B

空気圧縮機 0.32

レックハン

マー運転費
さく孔深1.0m30kg級 日 0.25 0.30 0．32

さく岩工

山林砂防工

人
一
人

0.25
－

0.25

0.30

0.30

0.32

0.32

機械経費･労務費の
2％

諸雑費率 2.00％ 200 2.00

金 額 円12590115,108116,115

●参考施工歩掛および単価は表①－1，2，3のと

おりです。

【2．丸太積土留工】

土留工は崩壊斜面勾配の緩和，斜面整形等に伴

う残土処理，緑化工の基礎工として，一般的には

コンクリート，布団籠等で実施していますが，丸

太積土留工は比較的背面土圧の小さい箇所に実施

しています。

⑪丸太材の規格については木柵工と同様です。

林業技術No.6781998.9
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／

0.80 〃
横丸

「
1.10

埋戻し il

讓 １
１
妙
の
線
蝿

１
１
１
１
－
１
Ⅲ
Ⅱ
ｃ
ｒ

控丸太
dlOcn'

鋼管杭

j486mm
#10なまし線

▲図②－2丸太積土留工正面図

▼表②丸太積土留工歩掛（高さ1.1m)

▲図②‐1丸太積土留工側面図

(10nf当たり）

②施工の方法は図②－1，2の

とおり最下部の横丸太を固定す

るため,前面に鋼管杭を50cI11間

隔に打込み鉄線で結束します。

次に横丸太の上に控丸太を50

Cm間隔に置いて結束し，背面を

現地発生材で埋戻し締固めます。

同じ方法で順次繰り返し施工し

ます。

名称’形状寸法
鋼管杭|長さ0.75m径48.6m

単位|数量
本’18.2

滴 要

ｊ
而
本く
0.546
(27.3）

横丸太 長さ2.00m径10CI1以上

う
げ
体
0.727
(90.9)

控丸太 長さ080m径10叩以上

鉄線

張芝

世話役

山林砂防工

金額

なまし線才10(32m)

幅0.30m

肥
所
一
人
人
一
円

16．1結束用

2．7

06

17杭打･積上げ･緊結仕上げ.埋土

96,531

③当支局では土留工の高さを，

1.1m．1.3m．1.5mを標準として実施していま

す。

●参考施工歩掛および単価は表②のとおりです。

【3．丸太谷止エ、

谷止工は一般渓流ではコンクリート，鋼製自在

枠等で渓床勾配の緩和，山脚の固定等を|罰ること

を目的に実施しています。

①丸太谷止工の施工適地としては，流量が少な

く，流出する石礫径が比較的小さい小流域および

小崩壊地の山脚部に基礎工として施工しています。

②材料は径18cI11程度の横丸太を図③-2のとお

り2列に配置して,その上部に桟木丸太を図③-1

のように70cI11間隔で結束し,中詰めには玉石を用

いなじみ良く入れ，同時に背面を埋戻し締固めを

林業技術No,67819989
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▲図③~1丸太谷止エ正面図

▼表③丸太谷Iトエ歩掛 (体積10㎡当たり）
1．40
－

1．00仁
().200．25

ゴ
0．15

名称｜形状寸法｜単位｜数量摘要

末口径18帥
長さ2.0～3.0m

横丸太 nf 1.137

烏示司I蚕t嫡燕鞠塞
末口径18CII
長さ1.4～2.2m

0．18

0．18
－

0．18

桟木丸太 ｢Tf 1,179
毎一色

なまし線#10
（32m）

結束鉄線 －1－ 14.88鉄線 kg
#10なまし 線

耐
一
人
一
人
一
円

63

2．36

189

160,707

言士 石口ロ

山林砂防工
桟木丸太

め0.18 ’
70

1ザ リ
〕

積_ロブ結束仕上げ

詰石(人力)0.3/Wf
暇ｲコ

〃

’
金額0．18

－

0．18

0．18
－

0．18

勗
君
Ⅳ
細
り

横丸太

め().18
残土の発生度合等の状況によって，これらの工法

を併用して，崩壊地の早期復旧を図るとともに，

大苗植栽を行い，最終目的である森林造成に努め

ています。

また，近年自然環境の保護や森林生態系の維持

等に対する社会的要請や関心が高まっているおり，

木質材を利用した工法は自然環境にもやさしく，

また，木材の利用促進および，現地資材の活用の

観点からも積極的に取り組んで実施していきたい

と考えています。

５
１
１
■

ｌ
ハ
リ0．25 1．8(）

と坐 4』

「，”」
~1- ’

2．2(）

「－

▲図③－2丸太谷止工側面図

行い，順次繰り返し施工します。
のり

⑬前面法を3分,背面法を直として施工していま

す。また，中詰材には土圧を考慮して玉石を使用

しています。

④両袖部の埋戻しは入

念に行う必要があります。

●参考施工歩掛および

単価は表③のとおりです。

おわりに

崩壊地の地質，傾斜，

林業技術No.6781998.9
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現場で使いやすい間伐材製品の

開発と活用について

はじめに

治山事業の整備目標が，安全で住みよい環境整

備から地球環境保全にまで拡大するにつれ，身近

な木材や石材を活用する自然に優しい林業土木事

業の推進が求められています。また，間伐の遅れ

から荒廃する森林が増加しており，この傾向を防

止するため，間伐材利用の促進を通して健全な森

林に誘導しようとする動きもあります。これらを

結合させた事業実施が可能ならば，とてもやりが

いのあることになります。しかしながら，木製描

造物としての安全性はどうか，施設が被災した場

合に迅速な復旧は可能なのかなどの気にかかる点

があります。

実際，現在の制度下では，被災した木製構造物

の復旧は困難だと思います。そこで，構造物の強

度および耐久性を十分に必要とせず，また被災し

ても影響の少ない工種を念頭に，間伐材製品の開

発に取り組みました。

木製構造物への取り扱い

公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法の適用

除外が第6条にあります(表①)。そして，この法

律の事務取扱要綱で,『維持工事とみとめるべきも

の』，『維持管理義務怠慢による災害』の内容が決

めてあります。これらの条項によれば，木製構造

物の施設災害復旧はできないと考えます。そこで，

施設災害の適用を受ける構造物を主要構造物，そ

して適用除外の描造物を補助構造物と呼び，区分

したいと思います。木製構造物は，もちろん補助

構造物となります。さて，本県で過去に施工した

木製主要構造物は，戦後の混乱期が終わった後，

耐久性や強度に優れるコンクリートや鋼製に置き

換わってきましたので，見ることはできません。

こぱやしたけし

新潟県治山課保安林係長小林猛

当時の姿は，ただ残された写真だけです。

戦時体制下あるいは戦後の一時期，セメント・

鉄筋等の工事用資材は統制物資であり，必要な鐘

を確保できない状況でした。このため，セメント

を少なくした空積玉石コンクリート，木枠および

土砂を用いた施設が数多く施工されました。しか

しながら，これらは短い期間内で被災したり，あ

るいは老朽化していった結果，より安全性の高い

コンクリー1､や鋼製を材料とした構造物に置き換

わり，消えていきました。これらを通して，木材

の描造材料としての信頼性が損なわれた一方，材

質の腐朽化と重なって木製構造物への大きな不安

を残しました。この不安を解消するには，被災に

表①公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法

第6条この法律は次に掲げる災害復旧事業につ
いては適用しない。（抜粋）

三維持工事とみるべきもの。

五甚だしく維持管理の義務を怠ったことに基
因して生じたものと認められる災害に係るも

の。

林地荒廃防止施設及び地すべり防止施設災害復

旧事業事務取扱要綱（抜粋）

第12法第6条第1項第3号に規定する
「維持工事とみるべきもの｣とは，次の各号に

該当する工事（各号の2以上に該当するもの
を含む｡）に係るものをいう。

(a木工沈床等のわく木の軽微な破損の修繕のみの
工事又はその少量の脱石の補充のみの工事

(7)床がため，護岸等に直接影響のない程度の渓床
又は海岸地盤の低下に対する根固め又は床止め
のみの工事

第13法第6条第1項第5号に規定する｢甚だし
く維持管理の義務を怠ったことに蟇因して生
じたものと認められる災害」とは，次の各号
に掲げるものをいう。

(1)さく工，わく工，木えん堤，木工沈床等の甚だ
しい腐朽によりこれら施設に生じた災害

林業技術No.6781998．9
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強い木製構造物を考えるか，あるいは木製構造物

が朽ちるまでに代替する機能を確保することが必

要となります。使いやすい間伐材の構造物の開発

は，まさにこの点を追究することがいちばん良い

と考えます。

なお，ここで例示した木枠堰堤の構造は，末口

20cnl,長さ4mの丸太を横に3列，縦に1.5mH

隔に並べ，組み立てています。そして，高さ3か

ら4mの連続した木枠を組み,末口径10clnの丸太

を敷き並べ，中に石を詰めた構造です。この堰堤

は昭和23年に竣工しましたが，昭和25年に被災

してしまいました。後の調査で堰堤の袖部分と放

水路に被災を受けたものの，水叩き部分は浸食に

も耐えて渓床の低下を防いだことが判明しました

(写真①)。

間伐材製品の開発

【ル開発の方向性】

どんな良い製品も使用側と供給側で互いに補完

し合い理解し合わなければ，活用することができ

ません。過去においてたびたび，木材の用途拡大

は課題となりました。しかしながら，木材の供給

側，使用側とも互いをどのように連携させたらよ

いかわからず，実績が上がりませんでした。

本県ではこれらの反省に立ち，ともに参加しや

すい体制づくりの検討を始めました。この成果は

間伐材活用100万本運動の中核組織である「間伐

材活用部会・間伐材生産促進部会・間伐材利用促

進会議」に反映させ，運動の推進母体となりまし

た。

ところで，間伐材の使用量を増加させるには，

使用側の設計者が必要に応じて製品を特注する方

法と，使いやすい数種の補助工種を決めて発注す

る方法とが考えられます。このことは，供給側か

ら見れば，前者は不定期に少量を生産する不安定

さがあり，後者は定期に大量に生産する安定さが

あります。本県では，間伐の推進が緊急の課題で

あることから，供給側に安定した受注を確約し，

大量製造への協力を得て，間伐材の需要を増大さ

せる方法を取りました。

【_鰯~ゞ 事前調瓦査】

間伐材活用100万本運動を展開する前に，県内

各地の加工施設を持つ森林組合に「間伐材製品を

開発する意欲はあるの

写真①木枠堰堤工（昭和23年竣工，新潟県能生町柵口地内）

林業技術N().6781998.9

か」等の意向を調査し

ました。この結果，4

森林組合が供給側に手

を挙げました。さらに，

利用する側と供給する

側（4森林組合は後に

県規格小径木二次製品

製造工場指定要綱に基

づく認定工場となりま

した）とに要望を聴き，

この結果を集約したと

ころ，次のとおりでし

た。事項⑪から⑤は利

用側の,⑯から⑩は供

給側の要望でした。

⑪拠点地に間伐材製

品の在庫があり，直ち

に応じられること。②



間伐材製品の組み立てと施工が容易なこと。③間

伐材製品を利用した工種の施工歩掛りが適切なこ

と。④間伐材の特徴を生かした製品であること。

⑤間伐材製品の製造責任が明らかで安心できるこ

と。⑬間伐材製品の年間の使用量が明らかなこと。

⑰間伐材製品を製造する経費が適切であること。

③今ある機械設備で加工製造ができること。⑨森

林組合を拠点とした販路が確立されること。⑩間

伐材製品の素材の供給に不安がないこと。

【3.開発検討D

間伐材製品の開発は,⑪過去の工種を掘り起こ

す。②現工種の代替機能を確保する。③試作品の

試験を行い改良する。④工種の材料費を抑え，重

筋部分の省力化を図る°⑤維持管理上の懸案事項

を改善する。以上の5点を切り口に，要望の,0項

目を踏まえて進めました。この成果は，ウッドパ

ネル，ウッドボックス，パネル柵(H=0.5,H=

0.8'n),ハーフボックス，防風工の間伐材製品と

なりました。

腱4:間伐材製品ヨ

⑪切土面は法面保護工を実施し確実な緑化を必

要としますが，法長の短い所は自然緑化に任せて

います。
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開発しました。

③緑化の回復は長期間が必要です。この間の表

土の移動を抑えたり，あるいは雨裂浸食や渓岸浸

食を防止するため，木材を用いた柵工を施工する

ことが多くあります。しかし，材料が安価な割に

組み立ての労力を必要とし，施工経費が高くなっ

ていました。そこで，このパネノ暗m分の組み立て

を工場で行い，現地で据えるだけの施工で完了す

る，より安価で省力化したパネル柵2種(H=

0.5,H=0.8m)を開発しました。

④法面や驍土の法止には，中詰に栗石等を用い

た簡易工作物を施工していました。しかし，用い

る布団篭類には網目の大きさがありますので，使

用する中詰材料が限られてしまいます。そこで，

発生土砂，クラッシャランおよび栗石の材料を選

別せずに施工できる2種類のハーフパネル(0.5

m×1.2mそして0.5m×1.8m)を組み合わせた

ハーフボックスを開発しました。

⑤海岸防災林造成事業には苗木を季節風から守

る防風工が必要です。しかし，苗木が成長すると

ともに必要がなくなります。そこで，10年程度の

効果を期待して間伐材を丸棒等に加工し，部材を

しかし，ところどころ地下水脈

を遮断してしまいますので，地下
しんしゆっ

水が惨出し小崩壊が発生するこ

とがあります。林道では側溝の泥

揚げや再度の法切りおよび視線確

保の草刈り等の維持管理行為を行

わねばなりません。これらの行為

を軽減させるため，地山に張る間

伐材を束ねたウッドパネルを開発

しました。

②渓間工の下流埋戻し土は，数

年を経て安定化しますので，施工

直後は融雪水によって洗掘を受け

ることがあります。そこで構造物

の下流を保護し，洗掘防止を図る

ため，ウッドパネルを組み合わせ，

中に石を詰めたウッドボックスを 写真②主要櫛造物と補助構造物(間伐材を活用した親水護岸，村上市下渡地内）

林業技術No.6781998.9
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組み立てやすくした防風工を開発しま

した。

間伐材製品の活用促進

開発した間伐材製品の活用を促進さ

せるため，本県では啓発･普及･調査の

分野で次のような活動を進めています。

帆。：間伐緋王種禰電算花，

本県の林業土木工事の積算業務は，

積算オンラインシステムを採用してい

ます。個々の施工工種をコード化し，

数量と現地条件さえ入力すれば工事費

を算出できるシステムです。このシス

テムに開発した間伐材工種を登載する

と，使いやすく積算は容易となります。

この結果，木材の使用量が増加するこ

とになります。電算化に当たっては，

開発した間伐材製品の工種歩掛を必要

写真③

としますので,｢林業土木工事積算システム化歩掛

調査手引」に基づき調査し，歩掛結果が整いしだ

いシステム化しています。

q2:3-間伐材活用ヨシ:ク三ル0

新たな間伐材製品の開発と間伐材活用への意識

の高揚を図るため，林業関係者を対象に間伐材活

用コンクールを実施し，いっそうの運動の拡大を

図っています。

q常3:5啓発用図書の発行レ

県内のスギを理解するため，早くからスギ特性

調査検討会を発足させていました。この成果は冊

子｢新潟のスギ」にまとめられ，平成7年12月に

発刊しました。また，間伐材製品への理解や設計

図書の省力化を図るため，林業土木工事標準図集

を発行し，建設業界や設計者に配付し，円滑な事

業実施を図っています。

q4.間伐材腐朽調査、

平成10年度から,過去に施工した無防腐の間伐

材製品の腐朽状況の調査を始めました。現況を把

握すると，施工後4年で腐朽が始まり，6年後に

6割，7年後ですべてに腐朽現象が現れていまし

た。また，常に湿潤状態にある間伐材は，乾燥状

態にあるものに比べ早く腐朽が始まっていました。

林業技術No.6781998.9

間伐材工種展示場に立つPR看板（県規格小径木二次
製品指定4工場ロゴタイプ）新潟県寺泊町野積地内

この調査は，今後3年間実施し，この間の腐朽推

移を明らかにしたいと思います。

おわりに

過去の災害は，地名にその痕跡を残しています。

これらの地名は，ハザードマップの役割をわれわ

れに与えてくれます。県内の保安林の字名と荒廃

の恐れのある渓流や斜面とを対比させてみると，

渓流を蛇ばみ等の蛇になぞらえたり，斜面を崩れ，

地崩および大抜け等とストレートに表現していま

した。また，沢と斜面が一体として荒廃する恐れ

のある場合には蛇崩，蛇抜け等の両方を合わせた

字名となっていました。近年はこのような周辺に

も開発が進み，山地災害危険地を増加させる原因

の一つとなっています。さらに，施工地も住宅地

の周辺に多くなりました。このように，林業土木

工事が身近なものになったことから，われわれは

地域の方々にいっそう親しまれる努力と災害防止

と環境保全を調和させた事業の推進をしなければ
こた

ならないと思います。本県ではこれらに応えるた

め，間伐材製品を集めた工種展示場を県下に配置

し，環境に優しい工種の紹介を行い，自然に優し

い林業土木事業の推進に努めているところです

(写真③)。
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自然にやさしい小径木丸太法枠工

はじめに

近年，自然環境に対する関心が高まってきてお

り，林道の開設にあたっても環境にやさしい工法

が求められています。また間伐材の利用拡大，有

効活用の促進のため，間伐材を使った工法が数多

く試みられ，その紹介や経過が報告されてきてい

ます。そこで今回，平成4，5年に紀北県民局管

内の海山町の林道栃山風穴線開設工事において，

盛土法面（勾配1割2分）に施工した丸太法枠工

について調査を行ったので報告します。

管内の概要

当地域は三重県の南部に位置し，大台山系を西

に，東は熊野灘に面しています｡管内面積の90%

を森林が占めており，尾鷲ヒノキの産地として有

名ですc地形は急峻なうえ全国有数の豪雨地帯で，

年平均降水量は4001.9mmもあります。このた

め，表土は薄く排水性に富んでいます。年平均気

温は15.6℃で，日最低気温の月別平均値は，最も

低い1月でも0.7℃と暖かく，凍上のおそれは少

ない地域です（図①参照)。

丸太法枠工の概要と施工内容

法枠工は，斜面に格子状に枠材を設置してその

内部を緑化するもので，枠内の緑化が不可能な場

合には張工またはモルタル吹付工等によって斜面

を被覆して崩壊を防止する工法です。その中でも

丸太法枠工は，コンクリート法枠工のように重量

が大きくなく，強度も小さいので,枠材によって

崩壊を防止することよりも，斜面を小ブロックに

区画することによって雨水の集中流下を防ぎ，枠

内に客土または張芝等を施工して緑化を図ること

を目的としています。

枠材となる木材の欠点は腐朽することですが，

なかがわやすし

三重県紀北県民局生活環境部中川恭士

知県

和歌山県

図①管内位置図および管轄区域（1市2町）

逆に腐朽分解されることによって有機肥料となり，

自然環境を豊かにします。また，盛土法面のよう

な緩斜面では最終的に低木林（勾配によっては

中・高木を主体とする森林）に遷移してゆくのが

自然で，また望ましいことです。木本植物の群落

は，根系の絡み合いにより土層を保持するネット

効果が大きく，草本植物に比べ土壌緊縛力が大き

いという長所があります。丸太法枠工は木本植物

が法面の優占種となるまでに腐朽してしまい，根

系の成長をなんら妨げません。

今回調査した林道栃山風穴線の岩質は，マサ土

化した強風化花崗斑岩から成り，これを盛土に流

林菜技術N0．6781998.9
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図②丸太法枠工

表①丸太法枠工内訳(100㎡当たり）

用したため，非常に浸食を受けやすく，緑化も困

難と判断された(写真①)ので，盛土法面整形(土

羽打）をした後，材料の入手が容易で，組み立て

にあたっても特別な技術を要しない丸太法枠工を

施工しました。丸太には防腐処理をしていない剥

皮スギ丸太を用いました。この丸太法枠工は排水

機能がないため，横木の方向を斜面に対して水平，

縦木を垂直に配置しました（図②)。

また，付近でまとまった量の良質土が得られな

かったため，枠内に直接むしろ伏工を施工しまし

た。むしろ伏工には，7種混合

単位数量名称 規格・寸法

本
本
應
而
人

杭木
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鉄線
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ｍ
師

Ｃ
Ｏ
）

０
３
７
２
長
長
調

、
ｍ
亜

Ｃ
Ｃ
９
９
側

一
一
＃

７
７
径
径
□
□
末
末

35.0

467

757

100

み合わせたものであるといえます(写真②，表①)。

調査結果

植生について見ると，工事完了から4，5年経

(ケンタッキー31フェスク，クリ

ーピングレッドフェスク,ペレニ

アルライグラス,オーチャードグ

ラス，ウィーピングラブグラス，

レッドトップ,ホワイトクローバ

ー)の種肥付きむしろを用いまし

た。

この工法は最も簡易なもので，

縦木は横木の上に載っており，

地山から浮いた形となっていま

す。このため，実際には斜面を

格子状に区画しておらず，斜面

に対して水平な帯状に区画して

いるにすぎません。よって法枠

工というよりは筋工と伏工を組 写真①調査地（栃山風穴線）の土質〔※切土法面堆積土砂を撮影〕

林業技術No6781998.9



写真②平成4年度エ事完成時
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写真③平成4年度施工箇所の現在（平成10年7月）の状況

写真④丸太法枠工の腐朽状況
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過したにもかかわらず，導入種で

あるウィーピングラブグラスが優

占していました。地表部ではクリ

ーピングレッドフェスクカ鞭圧さ

れながらも残存していました。残

りの5種については，全く残存し

ていませんでした。

本来マサ土の施工地では保肥性

が低いため，外来種は早期に衰退

するものなのですが，土羽の際に

非常に薄くではありますが，盛土

材より良質の土羽土を用いた影響

かもしれません。侵入草本では，

流水によって浸食を受けた法面や

在来種の侵入の容易な法面周辺部

ではススキの侵入が顕著でした。

ススキは窒素分が少なくても生存

するので，しだいにススキ等に遷

移していくものと思われます（写

真③)。

法面の浸食状況については，全

体的に丸太法枠工を施工した所で

は浸食は少なかったのですが，横

木の底が抜けているものもありま

した。また，路面水の集中流下し

た所では，横木に合わせて階段状

に浸食されていました。

丸太の腐朽度は丸太によってば

らつきが大きく，表面的な腐朽に

とどまるものから，心材へと達す

る激しい腐朽をしているものまで

あり，腐朽の進んだ丸太の多くは

シロアリの食害を受けていました。

また地面に接していない縦木でも

激しく腐朽しているものがありま

した（写真④)。

丸太から発生しているキノコを

調査したところ（本年7月調査)，

木材腐朽性のキノコであるツノマ

タタケがよく見かけられました。

林業技術No_6781998.9
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考 察

今回の調査の結果，少ない調査点ではあります

が，大きな浸食もなく，また全面的に緑化されて

いるため丸太法枠工が有効な工法であることが明

らかとなりました。次に，今後同様の工事を施工

する際の検討点を挙げてみます。

この丸太法枠工は枠内に客土をしないため，横

木が地山に密着していることが最も重要な点です

が，急な内カーブの盛土法面では，横木がうまく

密着せず，また，むしろ伏工を施工してから横木

を置くので地山との間に隙間が生じやすく，この

隙間に流水が集中すると逆に浸食を促すことにも

なります。そこで，なるべく横木の長さを短くし

て，地山となじみやすくしたほうがいいように思

えます。また，縦木は枠構造の支保の役割を果たす

ものと考えられますが，客土もなく，枠として強度

が必要でもないので，縦木をなくし，単に筋工と伏

工の組み合わせとしたほうが,施工性も良いのでは

ないかと思いました。

また，路面水は路面の浸食によって1箇所に集

中することがあるので，急な内カーブでは路肩に

植生土のうを置くなど，路面水対策を十分にとる

必要があります。

木材の欠点として耐久性がよく問題となります

が，この丸太法枠工は客土をしないためそれほど

強度を必要としないので，防腐処理をしなくても

いいのではないかと思いました。

おわりに

今回調査した工法は最も簡易なものの一つです

が，盛土法而でもあり，良好な結果が得られまし

た。しかし緑化工は，勾配，土質，気象等によっ

て難易度が異なるので，丸太法枠工法の採用には

今後とも十分な検討が必要とされます。

現在のところ木製工法は試験的に施工されてい

るところですが，その使用目的が植物導入のため

の地盤安定，環境改善にあり，木材の耐久年数以

内に植生が活着，成長することにより土砂の流出

防止等，所期の目的を達成できるものについては

木製工法の使用を積極的に検討していきたいと思

います。

鏡
蕊
鐸
鍵
選

㈲日本林業技術協会支部連合大会のお知らせ
本年度も日本林学会各支部大会との共催として，本会各支部連合大会が開催されます。

●中部支部十信州・中部支部連合会大会10月10日出～11日（日）於，静岡大学（静岡市）

大会問合せ：〒420-8601静岡市追手町9-6静岡県農林水産部林業振興室

清水克郎:a=054-221-2666,FAX=054-221-2829

●九州支部十九州支部連合会大会10月16日燭～17日㈹

16日＝於，はがくれ荘(佐賀市天神2-1-16)／17日＝於,佐賀大学(佐賀市本庄町1）

大会問合せ：〒840-8570佐賀市城内1-1-59佐賀県林政部林政課

大塚・黒木:a=0952-25-7133,FAX=0952-25-7283

●関東支部十南関東・北関東支部連合会大会10月26日侭)～27日脚於，幕張メッセ国際会議場

大会問合せ：〒289-1223千葉県山武郡山武町埴谷1887-1千葉県林業試験場

岩井:a=0475-88-0505

●関西支部十関西・四国支部連合会大会10月29日附～30日陶於，大阪府立産業技術総合研究所

大会問合せ：〒540-8570大阪市中央区大手前2-1-22大阪府農林水産部緑の環境整備室

林業土木係波田・安藤:a=06-944-6746,FAX=06-944-6749

●北海道支部十北海道支部連合会大会11月5日附於，札幌市民会館（札幌市）

大会問合せ：〒079-0198美唄市光珠内町東山北海道立林業試験場森林生物部
秋本正信:a=01266-3-4164,FAX=01266-3-4166

林業技術No.6781998.9
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品林産物活用型森林土木事業と

小規模山地崩壊
おおつぽひろゆき

鹿児島県緑化推進室長大坪弘幸

の盛土土羽の法尻に多く活用しています（表①，

写真①)。

【2．丸太法枠工】

丸太法枠工は，盛土法面において降雨による地

表面侵食を防止するため,末口6cm上,長さ2．0

mの丸太を地表面に正3角形に組み，カスガイで

はじめに

鹿児島県では従来より小規模崩壊を復旧する伝

統的な工法として，木杭にホウライチク（鹿児島

の方言ではキンチクダケ）を編み込んだ竹編柵工

を多く使用してきたところです。

その後，スギ，ヒノキ等の間伐材小丸太の利用
のり

推進方策として丸太木柵工と丸太法枠工

が採用され，森林土木事業に木材の活用
表①丸太木柵工（柵高0.50m,100m当たり）

を図るとともに，新たに木製L型擁壁と

コンクリート用丸太型枠を開発し普及を

進めています。さらに，緑化工に竹炭を

活用するなどしていますが,これらを｢林

産物活用型森林土木事業」として積極的

に推進しているところです。

この事業の趣旨は，森林土木事業にお

いて木材を活用した新たな工法

の開発や竹材，木炭などの林産

名称 形状・寸法 単位 備考数 量

L=1.50m

末口径8.Ocm上

075m間隔

地中1.00m打ち込み

1．44

(15000)

３
，
１
ノ

、
本く

杭木

L=3.0m

末口径5～8cm

3．43

(233.00)

耐
狗く
5～7段積み背丸太

茸12～18 杭木と背丸太締結鉄線 3000k9

物の活用法を確立し，積極的に

林産物を活用することで景観や

環境に配慮した森林土木事業を

推進するとともに，地域林業振

興や森林繋備の促進を図ろうと

するものです。

丸太木柵工と丸太法枠工

01℃丸太木柵工】

丸太木柵工は，スギ間伐材等

の末口8cm上，長さ1.5mの

丸太杭に末l｣5cm上，長さ

3.0mの背丸太を番線で締結し

て高さ50cmの木ｲ111Iとしたも

のです。小崩壊地の土留工，山

腹工縣土部の階段工および林道 写真①丸太木柵工

林業技術No.6781998.9
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固定して，その上から有機吹付工等の種子吹付を

行う工法です。治山事業の山腹工盛土部および林

道の盛土土羽部に多く活用しています（表②，写

真②)。

鹿児島県での森林土木事業で丸太木柵工と丸太

法枠工に使用するスギ等小丸太は,年間に約20万

本，金額にして約7千万円に上っています。

木製L型擁壁とコンクリート用丸太型枠

木製L型擁壁とコンクリート用丸太型枠は，間

伐材等の木材を使用した土木資材として平成8年

に鹿児島県で新たに開発したものです。それぞれ

特許等を出願するとともに県内の企業に実施権の

許諾を与え，各企業では木製土木資材普及協議会

を設立し，カタログを作るなどしながら普及を図

りつつあります。

名称

丸太

カスガイ

表②丸太法枠工(100m2当たり）

形状・寸法

L＝200m

末口径6～10cm

L＝90mm

径6mm

数量

100.00

133.00

単位 備考

本
現場組み立

て

本

写真②丸太法枠工

林業技術N().6781998．9

【1．木製L型擁壁D

木製L型擁壁は，9～12cmの正角材をL型に

組んでL型の部材を作り，所要のlll扇の個数を並べ

てボルトで締結し,L型擁壁として使用するもの

であり，小崩壊地の復旧をはじめ，作業路の路肩

擁壁や並列して水路工としても使用できるもので

す。

木製でコンクリートを使用しない乾式工法のた

め工期の短縮が可能であり，環境に与える負荷の

小さい工法です。また，木製のため軽量で'L型

の部材のまま現地に運搬し現地で組み立てられる

ため，重機の進入できない現場や小規模の現場に

おいて好都合の工法です（表③，図①)。

42．コンクリート用丸太型枠I

スギ間伐材等の丸太または丸捧加工した丸太を

タイコに加工し，タイコ面を貫通する2個の組み

立て穴を設け丸太型枠としています。この型枠の

組み立て方は，基礎コンクリートに所定の間隔で

アンカーをとった丸鋼を立てて，この丸太型枠を

互い違いに串刺しして組み，所要の高さまで組み

上がったらボルトで締め込みます（図②)。

用途としては，治山事業のコンクリート土留工

や谷止工，河川工事の護岸工および造園構造物な

どたいていのコンクリーl､構造

物に使用できますが，コンクリ

－卜硬化後も残置するため，コ

ンクリート構造物でありながら

あたかもログ機造物のようで，

景観的にも自然環境になじみ，

経費的には既存の景観型枠とほ

ぼ同程度です。

竹炭の活用

鹿児島県内に竹炭の加工組合

があり，相当量の竹炭の製造を

行っています。竹炭は木炭以上

に比表面積が大きく，ヨウ素吸

着性能が高いため，炭の持つ

数々の特徴が木炭より優れてい

ます。

小崩壊地の復旧にあたっては，
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木柵工等の施工とともに施工地の早期で確実な緑

化力封重要です。本県では，竹炭を土壌改良材とし

て切取法面の基盤材吹付工の緑化基盤材に5％域

混入して吹き付けたところ，根張りなどに良好な

結果を得たので森林土木事業への全面的な採用を

推進しています。

また，山腹工や海岸砂地造林の苗木の植栽の際

に，同様に植穴土壌量の5％最を混入して使用し

たところ良好な結果を得たので，土壌改良材とし

て竹炭の使用を普及し，現在では一部の離島を除

き全面的に使用しています。

小丸太等供給対策

山地崩壊の復旧に使用する間伐材小丸太等

の建設資材の供給については，土木事業柵丸

太等供給協議会を設置し対応するとともに，

原木対策として現金買い取り制度を発足させ
ナシ’

ています。

11:．土木事業用丸太等供給協議会:D

広く一般土木，農政を含む土木事業に間伐材ス

ギ丸太をはじめとする県産材を安定的に供給する

ことにより，木材の需要拡大と環境に配慮した土

木事業を推進するため，平成8年10月3日，鹿児

島県森林組合連合会内に設置しています。

この協議会の会員は県内の丸太供給能力のある

9つの森林組合および県森林組合連合会からなり，

オブザーバーとして県庁林務関係の木材担当も参

加しています。

この協議会による土木事業用木材の供給システ

、
、

イ

L型部材

ソi
表③木製L型擁壁

図①木製L型擁壁

ナット

タイ パレータ．

{()O(）

’
／

Il

ll

ll

I

陛一－－T
ll

ll

l、I，
アンカーボルI

一
工
工
工
工
〒
＃
鍵讓雲霧蕊

’ ／
部
基礎部(基礎コンクリート）1500

図のコンクリート用丸太型枠
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タイプ

1－2

15－2

2－2

高さ

1m

1.5m

2m

幅

2m

2m

2m

使用木材

9cm角材

10.5cm角材

12cm角材
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ムは，森林組合および県森林組合連合会が土木事

業用木材供給のネットワークを組み，土木事業を

受注した業者が最寄りの会員組合に発注すると，

在庫のある場合は直ちに供給し，在庫のない場合

は県森林組合連合会をハブとして会員組合相互間

で丸太等を供給するものです。

q感刻塊太原木對策】

この協議会で協議を進めていくうちに，森林土

木事業で使用する小丸太の原木不足が深刻な問題

となっていることがわかってきました。これは当

県が比較的早くから人工造林に着手した結果，市

場に出る間伐材の径級が大きくなっていることな

どによるものです。

このため，協議会として原木対策にも取り組む

こととなり，森林所有者自らが小丸太を森林組合

まで持参すると丸太代を現金で支払うという現金

買い取り制度を発足させることになりました。

この制度を推進するため，出先事務所において

は林業改良指導員の改良普及活動の一環として取

り組むとともに，関係市町の広報誌による広報や

集落の有線放送による広報などに努めることとし

ています。また，県でポスター，当協議会でチラ

シを作成し，森林所有者に直接呼びかけています。

おわりに

小規模山地崩壊の復旧のみならず，森林土木事

業へ木材等の林産物の活用を図ることは木材産業

等の林業振興のみならず，森林整備の推進や自然

環境保全の観点からも重要なことであると考えま

す。

また，山村地域の労務不足を考慮すると，緊急

時には可能なかぎり手間のかからない木製L型擁

壁のような工法の開発が期待されます。同時に，

小規模災害の発生に対し緊急に対応するためには，

災害復旧に要する小丸太等の資材の供給が円滑に

行えるように，ふだんからの体制づくりが肝要だ

と思います。当県の「土木事業用丸太等供給協議

会」はまだ不完全な組織ではありますが，相当量

のストックができつつあります。

以上のような方策を足がかりとして，今後，さ

らに木材等の林産物を森林土木事業の中に活用す

ることを進めたいと考えています。

澱織麓灘蕊蕊蕊篝騨鱗蕊蕊露燕蕊蕊
坐

主催＝計測自動制御学会，企画＝リモートセンシング部会，協賛＝日本林業技術協会ほか。期日＝

1998年10月8日耐～9日㈱。会場＝通信総合研究所大会議室（東京都小金井市貫井北町4－2－

1，冠0423-27-6101，佐竹誠)。参加費(講演論文集込)＝会員7,500円，学生3,500円，会員外8,

500円。特別講演＝増子治信「通信総合研究所における先端計測技術開発について｣，柴崎亮介「都

市におけるリモートセンシング:GISの応用｣。申込･問合せ先＝〒113-0033東京都文京区本郷

1-35-28-303㈹計測自動制御学会リモートセンシングシンポジウム係,a03-3814-4121,

FAX03-3814-4699,E-mail:bukai@sice.or.jp。

蕊議蕊蕊蕊蕊鍵灘灘議蕊蕊瀧蕊
森林づくりボランティア全国連絡会(国土緑化推進機構内)は，従来のボランティア活動に関する

問合せに加え，今春より，森林やみどりに関する一般市民の疑問・関心にも対応していくため，フ

リーダイヤル0120-110381に『グリーン・ダイヤル』と愛称を付けて活動の範囲を広げている。こ

れは，林業関係団体挙げて地球温暖化防止，間伐の促進などを一般市民にPRするために設けられ

たもの。同連絡会では，気軽に利用してほしいと呼びかけている。

林業技術No.6781998．9
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ー一

◆第44回を迎えた｢林業技

術コンテスト」は，本年5

月26日,日本林業技術協会

で開催されました。営林

局．支局支部，都道府県支
部から15件の支部推せん

による発表が行われ，当日
の審査により「林野庁長官

賞｣｢日本林業技術協会理事

長賞」を授与された発表者

は,翌27日の日林協総会席
上で表彰されました。

I

』

田
岡
馴
呼
佛
品
・
喉
縄

Lhユユュユ

鰯．‐・‐‐

鶴篝コンテスト会場での発表風殿

先月号に続く全発表要旨の完結編です／

篝瀧鍵議蕊識熱林野庁長官賞’
熊本県天草森林組合

木材流通センター
､鐸!厚
‘蘭笠

識』

スーパー松の育苗。生産
(マツノザイセンチュウ抵抗性松）

扁羽瀬正志

きた松を「マツノザイセンチュウ抵抗性松」と呼んで

いる。スーパー松とは，これらの実生後代をさらに検

定したマツノザイセンチュウに抵抗性を持つ松の異名

である。

3．天草スーパー松の育苗・生産

当組合では，抵抗性クローンで設定された採種園か

らの実生2年生苗にザイセンチュウを接種し，抵抗性

の再確認を行ったものをr天草スーパー松」（以下「ス

ーパー松」と略記）として出荷している。

育苗生産過程の中での特徴は，ザイセンチュウの人

工接種とその作業性を考慮した後述の床替間隔にある。

また選抜された抵抗性松といえども抵抗性以外の松と

の自然交配によって抵抗性のないものも含まれている

可能性もある。そこで，ザイセンチュウを人工的に接

種することによって抵抗性レベルの低いものを人工的

に淘汰し，生き残った抵抗性のあるものだけを生産す

ることとした。当組合における実生苗木の接種結果で

は，およそ表①のようになっている（抵抗性のもので

あっても，その種類によってばらつきがある)。

接種は専用の器具を用い(図①)，剥皮接種法によっ

1．はじめに

マツクイムシ被害については，当天草地域も例外な

く被害を受けてきた経緯があり，松林の保続再生は当

地域の重要な課題となっている。また，マツノザイセ

ンチュウ抵抗性育種については，国や県の研究機関に

おいて長年研究されており，その成果は徐々に広がり

を見せている。

このような地域性と育種研究成果を背景に，天草森

林組合では，平成2年度から松の再生を目的としたス

ーパー松，いわゆるマツノザイセンチュウに強い松の

育苗，生産に全国に先駆けて取り組んでいるので，そ

の経過について報告する。

2スーパー松とは

育種の見地からこのザイセンチュウに強い抵抗性を

持つ個体の選抜を目的として，九州林木育種場（現・

林木育種センター九州育種場）を中心とする西日本14

県が参加した本格的なプロジェクト研究が開始された。

まず激害林分(枯損率90％以上)の中に残存する個体

を選抜し，これをつぎ木増殖したものに2カ年にわた

って2回の人工接種検定を行い，ザイセンチュウに強

い抵抗性を示すテーダーマツと同等以上の松を選抜す

るというものである。その結果，アカマツ92本，クロ

マツ16本,計108本の抵抗性クローンが確定されてい

る。このように、長い年月をかけて選抜，検定を経て

表①実生苗木の接種結果

林業技術NQ6781998．9

アカマツ一般20-30％

〃抵抗性40-80％

クロマツー般10％以下

〃抵抗性30-50％
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表②スーパー松需要動向(平成2～9年度）イクロ

ピペット

計
帥
帥
即
叩
帥
加
釦

５
４
０
８
４
９
０

Ｆ
７
９
１
Ｆ
Ｐ
ザ

６
６
９
５
４
６
８

５

一
口区分 アカマツ クロマツ

I

保安林・治山

公有林

防風・防潮林

公園・街路

植樹祭用

ゴルフ場

その他

合計

56,070

6410

50

3,100

4,380

3,950

5,510

520

80

9,000

2，700

80

2,950

2,550

己●申

②

申一

一
ｍ
一

一
ｃ
一

一
〈
蒋
〉
一ら

一一

一

毎

つ一

◇一

韓

凸

一

図①マツノザイセンチユウの剥皮接種法(1989.九州育種場資料） 79,470117,880 97,350

(3)そのほかに，接種をした苗は接種キズによって部分

的に主軸が細くなるため，その年は台風等の強い風

に対して折損しやすいこと，

等が挙げられる。

5．需要動向と課題

(1)需要動向（表②）について用途別に見ると，その多

くはアカマツ型が保安林・治山用で，クロマツ型は

海岸沿線の防風・防潮，あるいは公園・街路といっ

たものに利用されており，その大部分が公共用とな

っている。

(2)九州地方では，平成3年度の台風被害や平成6年度

の記録的な干ばつと，相次ぐ自然災害の後，適地通

木が再考され，特に，せき悪地の造林，保全が必要

な松林でのニーズが高まっており，今後もこの傾向

にあると思われる。

(3)これまで，種子生産量の関係で，販売量は年に1万

本前後で推移してきたが，今後はより抵抗性レベル

の高い種子を使用することによって健全率の向上を

図り，3年後には10万本床替,5万本の生産を予定

している。また，松の植栽場所は条件的に比較的厳

しい所でのニーズが多く，さらにその用途も多様な

ため，通常の2年生苗のほか，ポット苗の育苗，あ

るいは2m程度の緑化木の生産も手がけているが，

これをさらに充実させたいと思っている。

(4)スーパー松は，松を枯らす原因であるマツノザイセ

ンチュウを人工接種して生き残ったものであるから，

従来のアカマツ，クロマツに比較して抵抗性が高い

ことは間違いないと思われるが，絶対に枯れないと

いう保証はない。これは，抵抗性以外に植栽地にお

ける土壌や気象条件といった環境要因にも影響を受

けるといわれているからである。今後，植栽された

スーパー松が,10年,20年と林齢を重ねていったと

きにどうなるか見守っていく必要がある。

て，苗木1本当たり5,000頭(0.05cc)のザイセンチ

ュウを7月下旬の好天の日に実施するが，このころは

年間を通じて平均気温が高く，雨量の少ない時期で，

松にとってはいちばんストレスが大きく，逆にザイセ

ンチュウにとっては最も好都合な時期といえる。

作業は2人1組で行うが，この際の作業性と効率を

考慮して,床替間隔は1床4列植え(列間25cm×行間

20cm)のIn2当たり20本植えで,通常のものより広く

設定している。

接種後，早いものは約1週間で葉色が変化し，典型

的な症状として黄化し，やがて褐変枯死するが，2カ

月後にはだいたい症状が出そろい安定してくる。

この松の生産を継続していくうえでネックとなった

のが，検定用のザイセンチュウの培養であり，抵抗性

の高い苗木を生産するためには，新鮮で活性の高いザ

イセンチュウを培養して接種しなければならない。こ

の培養を独自に行うためには専用の機材器具とその取

り扱い要領のほか培地の調整等専門的な技術の習得が

必要とされ，九州育種場のご協力を得て，平成4年と

5年にザイセンチュウの培養に関する研修をさせてい

ただく機会を得た。その後，これを基に必要な機材器

具をそろえ平成6年度より組合独自に培養を行ってい

る。

このようにして生産されたスーパー松は，一般の松

と区別して，検定証書を付している。

4．考察

これまでの結果を考察すると，スーパー松のザイセ

ンチュウに対する抵抗性については，選抜時の結果と

同様に，

(1)アカマツよりクロマツのほうが弱い傾向があること

（ただし生き残ったものは同等と考えられる)，

(2)気象条件によって検定結果が異なり，高温で少雨の

年には健全率が幾分低下する傾向があること，

林業技術No,6781998.9
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議鍾蕊難灘蕊蕊日本林業技術協会理事長賞

知床半島におけるエゾシカの

樹木被害について
北見営林支局知床森林ｾﾝﾀｰ稲川著

cm以下の小径木に集中しているが，オヒョウニレと

イチイについては中・大径木も多く食害を受けている

(なかには48cm以上の大径木も含まれている)。

食害の高さでは,オヒョウニレとイチイは2m以上

に食害が見られる。オヒョウニレでは,食害木の87％

が全周被害を受けている。

食害木のうち，枯死木の割合は全樹種で33％であ

り，その多くは全周食害によるが,3/4以内の食害を受

けている被害木の枯死率は4％で，3/4以内の食害で

は生存率が高い。

以上の調査結果から推測するに，当調査区では，オ

ヒョウニレに強い嗜好性を示し，少なくなるとイチイ

に移行しているようである。イチイの現段階での食害

は全本数の52％,枯死率は1割であるが，このまま食

害が続けば，イチイも近い将来にはほぼ食害されるも

のと予測されるため，早期防除が必要である。

3．対応策

人間とエゾシカとの共存を前提に，エゾシカの生態

1．はじめに

エゾシカはここ数年急激な増加を見せ，道東地区に

おいても農林被害が深刻化している。今回，知床国有

林内に調査区を設け，エゾシカの食害実態を調査し，

その状況と対応策について考察した。

調査区(図①)は，面積7.65haで，イチイの林木遺

伝資源保存林の中に設定した。林況は，トドマツ，イ

チイが4割を占め，シナノキ，ミズキなどと混交する

樹齢25～300年,ha当たりの本数は981本，蓄積は

320m3の天然林である。

食害木には，オヒョウニレとイチイが目立ち，エゾ
し

シカの嗜好性がうかがえる。

2結果と考察

(1)地況・林況の関係

地況的には，南西面の被害が多い（本数で6割）が，

これは嗜好性の高い樹木が多く，積雪量が少ないこと・

林況的にも北面に比べ針葉樹が多く，樹冠密度も大き

いことから，身を隠すことのできる格好の針広混交林

となっている。

(2)食害木の状況

調査区における食害本数は663本で，そのうち，イ

チイとオヒョウニレが8割を占めている。個体別食害

割合ではオヒョウニレは全体の80％が食害を受け枯

死木は58％，同じくイチイでは52%,11%となって

いる。

表①樹種別径級階別食害割合（本数％）

径級階｜オヒョウ｜イチイ左記以外 》
鮪
犯
９
４
｜
Ⅷ

6-20

22-32

34-46

48-

５
２
８
５

６
２
７
６
２
５

５
２
１

89

10

1

計1001100100
全樹種とも20

オホーツク海

(本数％）表②食害木の樹種別部位別割合

計

食害木（枯死木）

10

22

29（4）

39（29）

100(33)

左記以外

食害木（枯死木）

4

29（1）

37（3）

30(8)

100（12）

オヒョウ

食害木（枯死木）

2

2

9(1)

87（72）

100（73）

イチイ

食害木（枯死木）

16（1）

3(）（1）

35（6）

19（14）

100(22)

ウトロ
食害部位

〆⑤／

調査地 咄
一
刻
一
弛
銅
一
計

羅臼

斜里

3
根室海峡

図①調査区位雷図 （）は食害木の内書
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イチイの選木にあたっ

ては，全く食害を受けて

いない木と食害が全周の

2/4以内で止まっている

木を選木し，以下の試験

を行った。

(1)北海道大学と共|司で，

70本のイチイを選木

し,全周に高さ2m程

度まで木タールを塗布

し，防腐・忌避の両面

から見る防除効果を観

察することとした。

(2)当センターとして，40

本のイチイを選木し，

写真①に見るような金

網を巻きつけ，防除の

効果推移を見ることに

した（金網は針金の太

さ18＃，高さ182cm,

升目2.6cm使用)。

を正しく認識し，被害に応じた防除を考えるべきであ

る。具体的には，

(1)エゾシカの生息動向調査を行い，頭数が増えている

傾向にある場合は，エゾシカ生存許容範囲の中で正

しく頭数管理をすることが，天敵の役目を果たすこ

とだと考えられる。

すでに，知床半島においては地元斜里町が毎年，

生息動向調査を行っているが，生息数が増える傾向

にある場合は，必要な頭数管理を行うことが得策と

考える。

(2)エゾシカから保護すべき森林（保謹林など）で，食

害が進んでいる箇所については工作物，トタン巻き，

木酢液や木タールなどの塗布といった具体的な処置

を早期に誰ずることである。

(3)食害の増大が予想される箇所においても，これらの

事前防除が必要と考えるし，こうした対処策を含め

忌避剤などの開発に向け試験研究機関に対し調査の

依頼を求めることも必要と考える。

今回，調査区において具体的な防除が図れないまで

も，今後も食害が多く予想されるイチイについてのみ，

次のような防除策を試験的に今年の3月に取り組んだ。

|日本林業技術鱸理事長鬘 廟
曹傾斜横断溝の考案について

高知営林局松山営林署西条森林管理センター 宮永宏行・柴和広

はじめにことで，2～3％程度の傾斜を持っているが，土砂

る地域は，マサ土地帯（領家花がたまりやすかった。そこで，路面勾配以上の傾斜

箸しい）に当たり、路面浸食が を付けることで降雨等により排出をスムーズにする

1．はじめに

当センターが管轄する地域は，マサ土地帯（領家花

崗岩に属し深層風化が著しい）に当たり，路面浸食が

著しく，設置している横断溝の目詰まり度合いも大き

くなっている。そこでこの横断溝に改良を加えること

で目詰まりをなくし，林道等作業用道路の維持管理向

上を図ることとしたので報告する。

2考案の内容

(1)横断溝の目詰まり要因

要因には，通行車両による土砂堆獄（タイヤの付
か

着土および掻き込み)，落葉等が横断溝ブタに詰ま

る，などもあるが，当地では降雨等路面流水による

土砂運搬・堆積の場合がほとんどであった。

(2)構造の考え方

従来タイプの横断溝は，路面上を斜めに設侭する

’|枇断洲勾配別残制|:砂賊
０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２

１

‐
切

土
咽
〃

I １
92.【
■■■

_’ ｜画横断澗残制率’
52.0

)8.(）

’
3．5
■■■

2．5
r-百

().05.(） 75

％

枇断洲勾配

実験結果

10.(）12．0

図q
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．u0

こととした。施工手間およびト

ータルコストを従来タイプと同

等もしくはそれ以下とすること

とした。

(3)構造の決定

①横断溝底部の傾斜角を決めるた

めに模擬実験を行い,試作品(試

作1号（底部の傾斜12％)，2

号(同傾斜7．5％)）を現地に作

設して検討した。

②勾配の違いによる流量と放出扇

との関係を検討したが，実験結

果はほぼ公式（シェジー原式）

に沿ったものとなった。

③以上の結果から,おおむね10%

を境に効果があることが判明し 写真①従来タイプの土砂堆穣状況写真②傾斜タイプの土砂堆積状況

た(図①)。これにより現地作設

は路面を斜めに設置することに

より3％程度の傾斜が得られるので，横断溝本体の

底部傾斜を7％程度にすることとした。

④試作1号，2号は，コンクリート型枠作製等施工手

間が従来タイプより多くかかることから，試作3号

は現地での設置の簡便さ，コスト面で優れる鋼製の

ものを工場製作した。

⑤また，従来タイプではグレーチングを全面に設置し

ているが，降雨等で流れ落ち葉等がグレーチング本

体に目詰まりを起こしているケースもあるので，従

来タイプの4枚から2枚の繊造とし，グレーチング

本体による目詰まり要因の軽減も図ることとした。
のみくち

⑥試作3号は呑口断面の深さ15cm,吐口|析而は深さ

45cm,延長は4mとし,7.5%の傾斜がある。幅は

20cmとし，グレーチング2枚の間隔は軽四および

トラック等の車幅を考慮して90cmとした。

3設置効果および考察

(1)効果比較（調査期間：平成9年3月～10年1月）

①従来タイプの平均勾配は4．1％,路面勾配は10.1％

であるが,傾斜タイプの平均勾配は11％,路面勾配

は9．7％となっている。

②従来タイプでは土砂堆積が累積されていくのに対し，

傾斜タイプでは降雨により砂を流出させるため，残

留土砂はなく，明白な効果ｶﾖ認められた（写真①，

②)。

③今回設置の鋼製傾斜付横断溝は鉄板の厚さ2.3mm

であるが，施工手間は従来タイプとほぼ同じで，．

表①コスト比較(直接工事盤）（単位:千円）

タイプ

RC縦断洲
(3()）

傾斜付縦断洲
(2.3m）
<防鋪塗装〉

傾斜付横IWi洲
（4.5mm）

<亜鉛メッキ〉

本体

2

65

93

袖コン 計

76 198

71 136

71 164

注)1
2
本体は，グレーチング込みの価絡
制lコンクリートの幅は.1.0m

スト曲では従来タイプと比較して1基当たり62千

円（実用タイプとして厚さ4.5mmのメッキ塗装に

した場合でも32千円）安{illiとなっている（表①)。

4．まとめ

今回の調査結果から，

(1)従来タイプでは数年，場所によっては台風等により

瞬時に土砂堆職で満杯となり，その機能が失われる。

(2)傾斜描断洲は土砂の堆職はなく,"IW職本来の機能

を果たし得ることが判明した。

(3)傾斜横断瀧を鋼製にすることで，①施工手間および

コストの職減の実現，②新たな枇断洲形態の定型化

指向を|梁lることができた。

(4)横断洲ブタの目詰まりを防ぐ．ために，通行上支障に

ならない程座のブタの枚数としたことにより，コス

ト削減および機能を碓保することができた。

林業技術No6781998.9
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間伐材の有効利用について
I誉リ

函館営林支局東瀬棚営林署渡辺淳一。梅田三幸

1．はじめに

間伐の推進が重要な課題として位置づけられ，鋭意

取り組んでいるが，思うように進んでいない。その一

つの問題として，間伐材の利用が少ないことが挙げら

れる。当署の間伐材の販売も立販・素材（特定）とも

に苦労している現状である。

そこで，いま一度，間伐材の利用状況や，市場の状

況などを把握し，間伐材の販路拡大に資することとし

た。

2．間伐材利用状況

まず，地域における間伐材を利用した工作物を調査

した。

(1)当署では，トドマツ間伐材を利用して防風垣と静砂

垣を施工している。

(2)当署近隣に位置する浮島公園周辺の遊歩道や真駒内

川支流の護岸工の材料に間伐材を使用して，景観を

損なわないよう配慮されている。

(3)桧山支庁（森林組合）では，長さ30mの半割材を

使用し，防風垣を施工している。

(4)建設省と林野庁が連携し，間伐材を活用しようとす

る流れの中で取り上げているのがウッドブロツクで

あり，林道法面などに活用していく計画である。

以上のように，治山，林道などの各種工法に

間伐材はいろいろな形で利用されている。

3．需要者サイドの状況

次に市場の状況について調査した。

(1)当署近隣の製材業者を訪ねてみると，主な生

産品は，タルキ，ヌキ，ドウブチなど建築材

の下地材となるもので，柱材などの大型製材

品は生産されていない。
こんぽう

(2)電化製品などの梱包材を主に生産している工

場もあり，生産品は小型化している状況にあ

る。

(3)柱材の生産を控えているのは，①道南のトド

マツは，年輪'隔が広すぎて需要が少ないこと，

②道内製品と比べても，道南製品はかなり安

い価格で取引されていること。
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このようなことから14cnl以_t30clll!未満の素材を供

給してほしいとのことであった。

(4)素材生産業者は，高性能機械化などに取り組み，こ

の厳しい時代を乗り越えたいとしている。

(5)そのためには，列状間伐を主流とした立木調査を，

また流域的に実施してほしいとのことであった。

(6)実際にトドマツ材を使用している方々の意識調査を

実施した結果，

[道南トドマツを積極的に使う場合］

・完全乾燥・プレーナー使用34％

・輸入材がない場合26％

・品質が向上した場合17％

・価格が安くなった場合11％

・使用しない8％

・すべての条件が満たされた場合4％

[道南トドマツの気になるところ，使わない理由］

・トドマツ以外によいものがある32％

・間伐主体でくるいやすい28％

・年輪幅が広い15％

・節が多い12％

・品質に対して割高8％

・ヤニが嫌い5％

…r

dE

間伐材を利用した海岸防風垣

【｛
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[道南トドマツの利用方法］

・集成材として35％

・小割材として32％

・内装材（羽目板）として15％

・新たな利用開発として12%

・フローリング材として5％

・柱材として1％

以上のことを集約すると，次のようになると考えら

れる。

○列状間伐を主流にした立木調査をしてほしい。

o14cm以上30cm未満の素材を主体として供給して

ほしい。

4．当署の状況

当署人工林を齢級別に見ると，間伐を必要とするⅥ

~XI齢級が，面俄で76%,材積で89%を占める。9

年度立木処分で見ると，初回間伐が約半数あったが，

搬出しやすいよう十分吟味した搬出路および列状間伐

としたことにより，比較的良い単価で売れた。

第灘画赫業猿術詞灘霧溌蕊国
I
l

l

レブンアツモリソウの

人工増殖について

レブンアツモリソウは日本の最北端礼文島（稚内営

林署管内）のみに生育する固有種であるが，盗栽も多

く絶滅の危機に直面している。局・署では，礼文町と

ともにレブンアツモリソウの保護・保全に努めてきた

が，すでに本種の人工受粉，人工培養に努めている礼

文町から技術提供を受け，平成6年度から国有林も着

手したので，これまでの4カ年の成果について報告す

る。

4年間における人工受粉の結実率は70％を超える

結果を得た(天然受粉の結実率は8％以下)。また人工

培養は,平成7年1()月に培養瓶に播種してから1年9

カ月で養苗地へ194本移植した。現在は順化(ならし）

の段階にあるが，次の段階である現地還元の移植技術

の確立について検討しているところである。

人工増弛事業については以下のような多くの問題を

抱えている。

(1)1個体を連続して人工受粉を行うことは，種の衰

退が考えられること。

33

また，調査するときに特に気をつけたことは，過大

(肥大)成長している造林木は，優先的に調査木にした

ことである。これまでの調査時は，過大（肥大）成長

している造林木は，比較的良い木としての印象が強く，

列の近くに位置していても，残す木としていたように

思う。しかし将来的にも年輪幅の広い成木としか期待

できない造林木は，優先的に調査木とすることが良い

のでないかと思う。

5．おわりに

(1)間伐材を有効利用するためには，いかに販路を拡大

していくか（需要肴サイドの意見を重視する）が，

今後の課題となる。

(2)最近，加工業者の間にも，木材は必ずしも太くなく

てもよいと言われているが，このことは70～100年

といった長伐期だけでなく，中小径木生産目的のた

めの伐期35年くらいの設定も必要ではないかと考

えられる。

旭川営林支局指導普及室

山岡晃

(2)人工培獲した苗の現地還元は，生態的に現地の種

と整合性が確認されないかぎり，慎重な対応が必要で

あるとの指摘のあること。

(3)現在，遊歩道近くのトドマツの天然木が成長する

に伴い，枝下にある植生の衰退が見られ，種に影響が

あるとして問題の提起がなされていること。

(4)今後の生態調査には，土壌の構造および生育に必

要な養分の深度分析等について関係機関への委託研究

や根系の発達等現地で把握するための行為が必要であ

ること。

(5)人工受粉・人工培養による増殖のほかに株分けが

あるが，この方法はレブンアツモリソウを，群生地を

含む生育地から採取しなければならないため実施が難

しいこと。

その他いろいろあるが，自然増が見られるなかで，

匡|有林としても初めての取り組みであり，試行錯誤を

繰り返しながら．目的を達成させるべく努力している。

林業技術No.6781998.9
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帯広営林支局指導計画課
篭灘溺鎌業犠緬議蕊灘蕊麓

蕊施業管理計画の樹立における

地図情報システムの活用について
岡田靖志

試験的に地図情報システムの開発に取り組んできた

が，昨年度，これまで開発してきた情報システムの改

善を行ったので，その成果および今後の課題について

報告する。

基本図の修正作業：基本図の修正作業をパソコン上

で行えるようにシステムの改善を行った。作業方法は，

営林署から送付された基本図（変更された）の写しを

イメージスキャナーで読み取り，パソコンの画面上で，

すでにデジタル化されている元の基本図に重ね合わせ

る。次にイメージスキャナーで読み取った図を背景イ

メージとして，それに合わせるようにマウスを使って

元の線データの修正作業を行うものである。

重ね合わせ：デジタル化したことにより，森林調査

簿データを重ね合わせ、施業管理計画図を容易に作成

することが可能となった。

施業管理計画図の作成費用：デジタル入力による作

成では，枚当たり約1,000円の節減,作成枚数(500枚

×4葉)に換算すると,約2,000千円の経費節減となる。

今後の課題：地図情報システムでは，小班単位の情

報などのほかに，①点として把握される情報（例えば

シマフクロウの営巣木や特定の水源地など）について

も，図形データとして管理することが可能である。こ

のように，これまで体系的に把握していなかった情報

についても，地図情報システムに取り入れていくこと。

②今後は，基本図の修正作業をパソコン上で行うこと

となるので，操作マニュアルの作成が必要であること。

③本格的なデジタル化のために，予算的な面を考慮し

つつ，計画的にデジタル化を進めていくこと。

I

’
熊本営林局森林技術センター

白石光成

㈲小牧林業

小牧勝次

蕊X画漁業技術コンデ藻緩
一
一

毒
＆
『
】低コス1，．高能率間伐の

実施について

I

(白石氏）（小牧氏）

間伐の魚骨状全幹集材方式の理論実践を行い，その

結果を踏まえ，実際に林業事業体に実証してもらった

ところ，当初の課題であった伐出コストの低減と，生

産性の向上が達成できた。残存木の損傷も少なく，今

後この方式の積極的な導入を提唱したいと考えている。

実施試験地は，宮崎県須木村･内山国有林で林齢29

年生のスギ林分14haを対象とした。

魚骨状変形列条間伐：①架線の位置を決め架線測量

をした。②間伐調査の間伐率は，列条を1伐3残（25

％）で行い，魚骨位置を決定した。③魚骨の長さは作

業効率等から50m以下とし，現地実態により決定し

た。④魚骨の角度は，林地傾斜により決定した。⑤保

残区域は，劣性木を中心に選木した。⑥伐倒は元口集

材ができるように実行した。⑦索張りは集材距離等に

より，タワーヤーダ・リモコンキャレージ・集材機の

3つの方法で実行した。⑧集材はすべて，全幹集材で

実行した。⑨すべての材はプロセッサによる枝払い・

玉切りとした。

集材方法功程比較：選木から集材・玉切りに至る間

伐の一連作業によるha当たり延べ人員は，従来方式

の定性間伐では,基準功程45人程度となるが，タワー

ヤーダ・リモコンキャレージ・集材機を使用しての功

程では約半分となった。

この結果から，1人当たりの生産性を見ると，全幹

集材した間伐木をプロセッサで処理した場合，3つの

集材方法は従来の方式に比べ，約2倍の功程アップと

なった。

作業方法別コスト比較：単幹集材に比べ，これらの

方法は延べ人員・作業日数ともに，半分から1/3程度

であった。
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に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
だ
。

最
近
久
し
ぶ
り
に
『
猟
人
日
記
』
を
再
読
し
て
、

森
林
の
破
壊
に
対
す
る
言
及
が
非
常
に
多
い
こ
と
に

う
ろ
こ

気
づ
き
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
が
し
た
。
冒
頭

に
近
い
と
こ
ろ
で
、
「
オ
リ
ョ
ー
ル
県
だ
と
あ
と
五
年

や
ぷ
ち

も
た
て
ば
、
今
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
森
や
藪
地
は
、

す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
。
先
ほ
ど
の

森
の
中
で
仰
向
け
に
な
る
一
節
の
少
し
前
で
は
、
「
つ

い
近
ご
ろ
伐
り
倒
さ
れ
た
ば
か
り
の
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
が

何
本
も
、
草
や
小
さ
な
潅
木
を
押
し
つ
け
て
、
悲
し

げ
な
姿
を
地
面
に
横
た
え
て
い
る
。
…
遠
く
の
、
林

に
近
い
あ
た
り
で
は
、
斧
の
音
が
鈍
く
ひ
び
い
て
い

る
。
そ
し
て
時
折
り
、
ま
る
で
お
辞
儀
を
し
、
両
手

を
拡
げ
る
か
の
よ
う
に
欝
蒼
た
る
樹
木
が
お
ご
そ
か

に
倒
れ
て
行
く
．
…
：
」
私
の
高
校
時
代
の
自
然
文
学

の
原
典
と
も
い
え
る
『
猟
人
日
記
』
に
、
こ
れ
ほ
ど

自
然
破
壊
を
嘆
く
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
本
心
が
書
か
れ

て
い
た
こ
と
を
、
最
近
ま
で
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
ず
に

い
た
の
に
私
は
猛
省
し
た
の
で
あ
る
。

以
前
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
の
『
ソ
ビ
エ
ト
旅
行
記
』

を
読
ん
で
忘
れ
が
た
い
一
節
に
出
会
っ
た
。
彼
は
コ

ー
カ
サ
ス
の
森
に
つ
い
て
「
あ
ん
な
に
美
わ
し
い
森

シャガール「リラダンの白樺のある

風景｣(1925）

を
私
は
今
ま
で
に
見
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
以

上
に
美
わ
し
い
森
を
想
像
し
た
こ
と
も
な
い
」
と
告

白
し
て
い
る
。
そ
の
ロ
シ
ア
の
森
の
熱
烈
な
讃
美
者

と
い
え
ば
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』

に
登
場
す
る
医
師
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
に
と
ど
め
を
刺
す
。

第
一
幕
で
ワ
ー
ニ
ャ
が
、
ス
ト
ー
ブ
に
薪
を
く
べ
た

り
、
材
木
を
使
っ
て
小
屋
を
建
て
た
り
す
る
ぐ
ら
い

は
許
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
の
に
対
し
、
ア
ー
ス

ト
ロ
フ
は
こ
う
答
え
る
。
「
必
要
と
あ
ら
ば
、
木
を
伐

り
出
す
の
に
反
対
は
し
な
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
森
を
根

絶
や
し
に
す
る
必
要
が
、
ど
こ
に
あ
る
？
今
や
ロ

シ
ア
の
森
は
斧
の
下
で
め
り
め
り
音
を
立
て
て
い
る

よ
。
何
十
億
本
と
い
う
木
が
滅
び
つ
つ
あ
る
し
、
烏

す
み
か

や
け
も
の
の
棲
家
は
荒
さ
れ
る
し
、
河
は
し
だ
い
に

か

浅
く
な
っ
て
洞
れ
て
ゆ
く
し
、
す
ば
ら
し
い
景
色
も
、

ら
ん
に
ろ

消
え
て
ま
た
返
ら
ず
さ
。
…
今
日
ま
で
人
間
は
、
創

こ
わ

り
出
す
ど
こ
ろ
か
、
ぶ
ち
段
し
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。

森
林
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
る
…
」
神
西
清
訳

医
師
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
に
思
い
を
寄
せ
る
ソ
ー
ニ
ャ

は
、
ド
ク
ト
ル
の
持
論
を
皆
に
披
露
す
る
。
森
林
は

こ
の
地
上
を
美
し
く
飾
り
、
美
し
い
も
の
を
味
わ
う

す
べ術
を
人
間
に
教
え
て
く
れ
た
り
、
ま
た
厳
し
い
気
候

を
和
ら
げ
て
も
く
れ
る
。
気
候
の
穏
や
か
な
国
だ
と
、

人
の
気
持
ち
も
柔
和
で
、
学
問
や
芸
術
が
栄
え
る
と

い
う
の
だ
。

第
三
幕
に
な
る
と
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
は
統
計
グ
ラ
フ

を
持
っ
て
き
て
、
皆
に
図
面
を
指
で
さ
し
な
が
ら
説

明
す
る
。

「
こ
れ
は
五
十
年
前
の
、
こ
の
郡
の
有
様
で
す
。
濃

い
緑
、
う
す
い
緑
は
、
森
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、

こ
の
と
お
り
総
面
積
の
半
ば
を
占
め
て
い
ま
す
。

：
…
・
今
度
は
下
の
ほ
う
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
こ
れ

が
二
十
五
年
前
の
有
様
で
す
。
こ
れ
に
な
る
と
も
う
、

森
は
総
面
穣
の
三
分
の
一
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
…
も

し
も
こ
ん
な
ふ
う
に
、
森
が
根
絶
や
し
に
な
っ
た
跡

に
、
道
路
が
通
じ
、
鉄
道
が
敷
け
た
と
い
う
の
な
ら

…
そ
し
て
住
民
が
ず
っ
と
健
康
に
、
ず
っ
と
裕
福
に
、

ず
っ
と
頭
が
進
ん
だ
と
い
う
の
な
ら
、
私
に
も
う
な

ず
け
ま
す
が
、
実
際
は
そ
ん
な
気
配
は
一
つ
も
な
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
／
・
」

神
西
清
訳

ロ
シ
ア
の
森
や
自
然
の
将
来
を
心
か
ら
気
づ
か
う

ア
ー
ス
ト
ロ
フ
は
、
作
者
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
分
身
で
あ

り
、
医
師
の
持
論
は
作
者
の
本
音
だ
っ
た
と
思
う
。

チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
森
林
の
破
壊
と
人
間
の
心
の
荒
廃

の
関
係
を
深
く
洞
察
し
て
お
り
、
こ
う
い
う
問
題
提

起
は
現
代
に
も
そ
の
ま
ま
通
じ
る
も
の
だ
。
と
い
っ

て
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
が
森
の
将
来
に
つ
い
て
、
す
べ
て

ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
な
い
。
彼

は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
白
樺
の
若
木
を
自
分
で
植
え
つ
け
て
、
そ
れ
が
や

が
て
青
々
と
繁
っ
て
、
風
に
揺
ら
れ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
僕
の
胸
は
思
わ
ず
ふ
く
ら
む
の
だ
」

私
は
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』
の
舞
台
を
見
た
り
、

ま
た
作
品
を
読
む
た
び
に
、
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
の
こ
の

言
葉
に
胸
が
熱
く
な
る
思
い
が
す
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
私
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
文
学
の
中
で

最
も
共
感
で
き
る
人
物
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
が
登
場
す
る

『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』
が
発
表
さ
れ
た
の
は
い
つ
ご

ろ
だ
っ
た
と
皆
さ
ん
は
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
ま
だ
十
九
世
紀
、
一
八
九
七
年
の
秋
だ
っ
た
。
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こ
の
初
秋
の
白
樺
の
林
の
、
一
読
忘
れ
が
た
い
印

象
を
与
え
る
美
し
い
描
写
は
、
二
葉
亭
四
迷
（
一
八

六
四
’
一
九
○
九
）
が
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
猟
人
日

記
』
の
一
篇
を
訳
し
た
『
あ
ひ
函
き
』
の
冒
頭
部
分

で
あ
る
。
と
き
に
二
葉
亭
二
十
四
歳
。
筑
波
山
麓
で

過
ご
し
た
高
校
時
代
に
、
こ
の
『
あ
ひ
蜜
き
』
に
魅

せ
ら
れ
、
私
は
近
く
の
林
を
探
し
た
が
、
標
高
の
低

い
そ
の
辺
り
の
林
に
白
樺
は
見
つ
か
る
は
ず
が
な
か か

ば

司
秋
九
月
中
旬
と
い
う
こ
ろ
、
一
日
自
分
が
さ
る
樺

の
林
の
中
に
座
し
て
い
た
こ
と
が
有
っ
た
。
今
朝
か

ら
小
雨
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
そ
の
晴
れ
間
に
は
お
り
お

り
生
ま
暖
か
な
日
か
げ
も
射
し
て
、
ま
こ
と
に
気
ま

ぐ
れ
な
空
ら
合
い
。
あ
わ
あ
わ
し
い
白
ら
雲
が
空
ら

一
面
に
棚
引
く
か
と
思
う
と
、
フ
ト
ま
た
あ
ち
こ
ち

瞬
く
間
雲
切
れ
が
し
て
、
無
理
に
押
し
分
け
た
よ
う

ざ
か

な
雲
間
か
ら
澄
み
て
怜
剛
し
気
に
見
え
る
人
の
眼
の

あ
弱
ぞ
ら

如
く
に
朗
ら
か
に
晴
れ
た
蒼
空
が
の
ぞ
か
れ
た
。
自

分
は
座
し
て
、
四
顧
し
て
、
そ
し
て
耳
を
傾
け
て
い

ず
じ
よ
う
そ
よ

た
。
木
の
葉
が
頭
上
で
幽
か
に
戦
い
だ
が
、
そ
の
音

を
聞
い
た
ば
か
り
で
も
季
節
は
知
ら
れ
た
」

東
京
農
業
未
掌
教
授
劃

っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
『
あ
ひ
ざ
き
』
に
陶
酔
す
る

よ
う
に
魅
了
さ
れ
た
私
は
、
九
月
の
来
る
の
を
い
つ

も
心
待
ち
し
て
い
た
。

『
あ
ひ
Ｎ
き
』
を
読
ん
で
間
も
な
い
こ
ろ
、
国
木
田

独
歩
（
一
八
七
一
’
一
九
○
八
）
の
『
武
蔵
野
』
（
巻

頭
の
「
武
賊
野
」
は
明
治
三
十
一
年
）
を
ひ
も
と
い

お
も
か
げ
い
猫
忠

た
。
「
武
蔵
野
の
悌
は
今
わ
ず
か
に
入
間
郡
に
残
れ

り
」
と
独
歩
は
、
文
政
年
間
に
で
き
た
地
図
で
見
た

こ
と
が
あ
る
と
冒
頭
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
冒
頭
の

一
節
は
私
に
と
っ
て
う
れ
し
い
蝋
き
で
あ
っ
た
。
ま

だ
小
学
校
に
上
が
る
か
上
が
ら
な
い
こ
ろ
、
日
曜
と

も
な
る
と
父
は
、
私
と
弟
を
つ
れ
て
埼
玉
県
の
入
間

川
に
い
そ
い
そ
と
釣
り
に
行
く
の
で
あ
る
。
一
円
自

然
の
中
で
過
ご
し
た
も
の
の
、
夕
方
が
近
づ
く
と
何

と
も
い
え
な
い
寂
し
さ
に
襲
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
独
歩
は
、
「
三
」
で
自
分
も
西
国
に
人

と
な
り
、
上
京
し
て
落
葉
林
の
美
を
解
す
る
に
至
っ

た
の
は
近
来
の
こ
と
で
、
『
あ
ひ
茸
き
』
の
一
節
か
ら

教
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
し
、
か
な
り
長
く
冒
頭

の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
の
だ
。

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
み
ず
み
ず
し
い
詩
的
感
性
が
、

篝
義
謹

明
治
の
青
年
た
ち
の
胸
に
刻
み
つ
け
た
も
の
は
『
自

然
に
対
す
る
新
し
い
感
じ
方
で
あ
り
、
有
限
な
人
間

の
日
々
の
営
み
の
彼
方
に
、
悠
久
の
自
然
が
あ
っ
た

こ
と
を
認
識
さ
せ
る
の
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

後
に
『
猟
人
日
記
』
で
素
敵
な
一
節
に
出
会
っ
た
。

「
森
の
中
で
仰
向
け
に
寝
こ
ろ
ん
で
天
上
を
眺
め

て
い
る
の
は
、
す
ば
ら
し
く
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
ノ
．

底
知
れ
ぬ
海
の
中
を
の
ぞ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
そ
の
海
は
自
分
の
眼
の
下
に
ひ
ろ
び
ろ
と
拡
が

っ
て
い
る
み
た
い
だ
。
樹
木
は
地
面
か
ら
生
え
て
い

る
の
で
は
な
く
、
ま
る
で
巨
大
な
植
物
の
根
が
、
ガ

ラ
ス
の
よ
う
に
澄
み
き
っ
た
波
の
中
に
降
下
し
て
い

く
よ
う
に
、
垂
直
に
落
ち
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。

：
…
．
円
い
白
雲
が
魔
法
の
烏
の
よ
う
に
静
か
に
流
れ

て
来
て
は
、
静
か
に
通
り
す
ぎ
る
ｌ
と
、
不
意
に
、

あ
の
海
全
体
が
、
あ
の
ま
ば
ゆ
い
大
気
が
、
日
光
を

浴
び
た
あ
の
枝
や
葉
が
、
１
１
何
も
か
も
が
流
れ
は

じ
め
、
あ
わ
た
だ
し
い
輝
き
に
ふ
る
え
だ
し
て
、
．
：
」

佐
々
木
彰
訳

こ
こ
に
は
本
誌
八
月
号
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
水
泳
ぎ
の

詩
の
中
に
も
あ
っ
た
「
落
下
の
感
覚
」
が
見
ら
れ
て

い
っ
そ
う
興
味
深
い
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
自
然
観
は
、

日
本
の
よ
う
に
花
鳥
風
月
を
め
で
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
厳
し
い
北
国
の
自
然
に
は
風
雅
風
流
の
入

り
込
む
余
地
な
ど
全
く
な
い
の
だ
と
い
う
評
家
も
い

る
が
、
私
は
必
ず
し
も
そ
う
は
思
わ
な
い
。
こ
こ
に

引
用
し
た
箇
所
に
し
て
も
、
『
猟
人
日
記
』
の
中
に

は
、
作
者
（
一
般
の
人
も
含
め
て
）
と
自
然
と
の
実

に
イ
ン
チ
メ
イ
ト
な
交
流
が
数
多
く
見
ら
れ
、
枚
挙
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ス
タ
ー
・
ミ
ヤ
ザ
キ
、
居
ど
こ
ろ
が
わ

か
ら
な
く
て
連
絡
で
き
な
か
っ
た
。
突

然
予
定
を
変
え
た
い
と
言
わ
れ
て
も
困

る
。
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
」

そ
れ
か
ら
、
大
使
館
等
と
の
ア
ポ
イ

ン
ト
の
都
合
で
午
前
中
に
報
告
会
を
す

ま
さ
せ
て
も
ら
い
、
昼
食
会
は
大
変
う

れ
し
い
が
、
今
回
は
辞
退
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
こ
と
な
ど
説
明
し
て
い
る
う
ち

に
、
部
長
殿
も
前
回
の
打
ち
合
わ
せ
で

の
や
り
取
り
を
思
い
出
し
た
ら
し
く
、

口
調
が
だ
ん
だ
ん
柔
ら
か
く
な
っ
た
の

で
し
た
。
し
か
し
、
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
る
部
下
た
ち
の
前
で
自
分
の
勘
違
い

を
認
め
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
「
と
に
か

く
報
告
会
を
始
め
よ
う
。
ミ
ス
タ
ー
・

ミ
ヤ
ザ
キ
の
仕
事
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
大

使
館
へ
報
告
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と

か
？
）
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ア
ポ
イ
ン
ト
を
三

十
分
遅
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
早
昼
を
と

っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
よ

う
な
や
り
取
り
の
後
、
よ
う
や
く
期
待

し
て
い
た
開
始
時
間
を
二
時
間
ほ
ど
遅

れ
な
が
ら
も
、
本
題
の
報
告
会
の
開
始

に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
し
た
。
報
告
会
に

入
っ
て
し
ま
え
ば
、
お
互
い
に
関
心
の

高
い
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
生
態
や
保
全

の
現
状
の
説
明
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
お

互
い
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
、
今
ま
で
の
ギ
ク

シ
ャ
ク
は
た
ち
ま
ち
氷
解
し
、
熱
心
な

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
な
り
、
極
め
て
友
好

的
に
進
ん
だ
の
で
し
た
。

反
省
点
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

最
大
の
点
は
予
定
を
変
更
し
た
い
と
い

う
要
請
を
レ
タ
ー
に
し
な
か
っ
た
こ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
予
定
は
し
ば
し

な
ん
だ
ろ
う
。
十
一
時
で

ブ
レ
イ
ク
に
し
て
、
昼
飯

を
食
い
、
後
半
は
団
員
の

み
な
さ
ん
に
報
告
や
質
疑

を
や
っ
て
も
ら
い
、
ミ
ス

タ
ー
・
ミ
ヤ
ザ
キ
に
は
中

座
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

よ
う
。
と
も
か
く
な
ん
と

し
て
も
昼
飯
だ
け
は
食
っ

て
い
っ
て
も
ら
わ
な
く
ち

ゃ
－
私
の
顔
が
立
た
な
い

（
と
言
っ
た
か
ど
う

ば
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
の
予

定
が
文
書
（
レ
タ
ー
）
で
提
出
し
て
あ

る
こ
と
を
思
え
ば
、
話
し
合
い
で
理
解

を
得
た
と
し
て
も
、
変
更
予
定
を
レ
タ

ー
に
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
す
。

く
だ
ん
の
部
長
さ
ん
も
大
変
お
忙
し
い

方
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
覚
え
て
い

る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
文
書
が
フ
ァ
イ
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
の
予
定
の
ア
レ
ン
ジ
は

部
下
が
行
い
ま
す
。
部
下
は
フ
ァ
イ
ル

を
見
て
必
要
な
レ
タ
ー
を
作
っ
て
部
長

さ
ん
の
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
て
発
送
し
ま

す
。
今
回
は
部
長
個
人
と
は
話
し
て
Ｏ

Ｋ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ァ
イ
ル
に
は

そ
の
こ
と
は
記
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
英
語
国
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
文

書
で
指
示
さ
れ
、
口
頭
に
よ
る
行
政
指

導
な
ん
て
も
の
は
正
式
に
は
な
い
、
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
か
ど
う
か
『

本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

確
か
に
部
内
の
会
議
通
知
と
か
、
出
張

命
令
と
か
、
公
式
な
事
柄
に
関
し
て
は

頻
繁
に
レ
タ
ー
を
出
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
ア
ポ
イ
ン
ト
で
も
電
話
で

お
願
い
し
、
Ｏ
Ｋ
で
あ
れ
ば
直
ち
に
時

間
を
指
定
し
た
ア
ポ
イ
ン
ト
要
請
の
レ

タ
ー
を
出
し
て
お
く
の
が
正
解
の
よ
う

で
し
た
。

今
回
の
現
地
調
査
で
も
、
本
部
か
ら

レ
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
所
で
は
、
責
任

者
が
わ
れ
わ
れ
の
来
訪
の
目
的
を
承
知

し
た
う
え
で
到
着
を
待
っ
て
い
て
く
れ

ま
し
た
が
、
電
話
や
無
線
で
要
請
し
た

所
で
は
、
訪
ね
て
い
く
と
た
い
て
い
責

任
者
は
出
払
っ
て
お
り
、
来
訪
の
目
的

を
理
解
し
て
い
る
職
員
は
誰
も
お
ら
ず
、

無
理
や
り
誰
か
呼
ん
で
も
ら
う
と
、
担

当
課
の
課
長
の
代
理
の
代
理
と
い
う
頼

り
げ
な
い
お
じ
さ
ん
が
出
て
き
て
、
日

本
人
が
来
る
と
は
聞
い
て
は
い
た
が
何

の
用
事
か
は
全
く
承
知
し
て
い
な
い
、

と
い
っ
た
状
態
に
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ

る
の
が
常
で
し
た
。

レ
タ
ー
は
日
本
の
手
紙
と
は
違
い
、

時
候
の
挨
拶
や
ら
近
況
説
明
や
ら
は
省

き
、
簡
潔
に
用
件
だ
け
を
書
け
ば
よ
い
、

と
教
科
書
に
は
書
い
て
あ
り
ま
す
。
実

際
に
受
け
取
る
レ
タ
ー
は
そ
ん
な
も
の

で
す
。
し
か
し
、
英
文
で
レ
タ
ー
を
こ

ま
め
に
出
す
の
は
な
か
な
か
に
し
ん
ど

い
作
業
で
す
。
そ
れ
で
、
つ
い
口
頭
で

の
了
解
を
受
け
れ
ば
こ
と
足
れ
り
と
し

が
ち
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
よ
け
い
な

説
明
や
言
い
訳
を
長
々
と
や
ら
さ
れ
た

り
、
や
ら
れ
た
り
す
る
羽
目
に
陥
る
こ

と
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
出
来
事
で
し
た
。
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一
‐
ア
レ
ー
、
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ヤ
ザ
キ
、

こ
ん
な
に
早
く
何
事
で
す
か
？
ま
だ

誰
も
い
ま
せ
ん
よ
。
部
屋
の
カ
ギ
持
っ

て
る
秘
書
も
い
な
い
し
、
困
っ
た
な
－
」

「
い
や
い
や
、
い
い
ん
で
す
よ
。
ケ
ソ
ン

か
ら
マ
カ
テ
ィ
に
来
る
に
は
今
じ
ゃ
二

時
間
以
上
か
か
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
早

め
に
出
た
ん
で
す
。
今
日
は
交
通
渋
滞

が
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
思

い
が
け
な
く
早
く
着
い
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
よ
。
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
、
表

で
タ
バ
コ
で
も
吸
い
な
が
ら
待
ち
ま
す

よ
」
国
際
協
力
事
業
団
の
開
発
調
査
で
は
、

現
地
調
査
期
間
が
終
了
す
る
た
び
に
、

そ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
の
概
要
を
報
告

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
一

カ
月
に
及
ぶ
現
地
調
査
を
終
え
、
帰
国

す
る
に
当
た
っ
て
の
調
査
結
果
を
報
告

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
か
ね
て
か
ら
約

束
し
て
い
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
日
で
す
。

私
た
ち
は
ケ
ソ
ン
（
マ
ニ
ラ
市
内
の
北

の
は
ず
れ
に
位
置
し
、
交
通
渋
滞
が
な

け
れ
ば
車
で
二
十
分
く
ら
い
の
距
離
）

の
ホ
テ
ル
に
こ
も
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
か
っ
こ
よ
く
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
べ
く
、
勇
ん

で
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
機
関
の
事
務
所

に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

三
十
分
ほ
ど
玄
関
前
で
う
ろ
う
ろ
し

て
い
る
と
秘
書
嬢
の
ご
出
勤
と
な
り
、

カ
ギ
を
開
け
て
も
ら
い
、
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
約
束
の
八
時
半
を

か
な
り
過
ぎ
た
こ
ろ
、
出
勤
し
て
き
た

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
申
し
訳
な
さ
そ

う
に
部
屋
に
入
っ
て
き
て
言
い
ま
す
。

「
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ヤ
ザ
キ
、
わ
れ
わ
れ

は
今
日
の
会
議
は
十
時
か
ら
っ
て
聞
い

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
な
ん
で
こ
ん
な
に

早
く
か
ら
来
て
る
ん
で
す
か
？
」
「
ウ
ソ

ー
／
・
こ
の
前
打
ち
合
わ
せ
た
と
き
、

部
長
さ
ん
に
今
日
の
報
告
会
は
八
時
半

か
ら
十
一
時
ま
で
に
し
た
い
っ
て
言
っ

た
ん
だ
け
ど
、
聞
い
て
な
い
？
」
「
聞
い

て
ま
せ
ん
ね
－
、
こ
れ
を
ご
覧
な
さ
い
。

今
日
の
会
議
の
招
集
レ
タ
ー
で
す
。
十

時
っ
て
書
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

レ
タ
ー
を
関
係
機
関
に
送
っ
た
の
は
私

の
共
稼
ぎ
の
奥
さ
ん
ル
ー
シ
ー
（
仮
称
）

な
ん
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
部
長
も
そ
の

つ
も
り
だ
か
ら
、
今
日
は
九
時
過
ぎ
に

な
ら
な
い
と
こ
っ
ち
の
事
務
所
に
は
来

ま
せ
ん
よ
」

し
ば
ら
く
す
る
と
、
ル
ー
シ
ー
女
史

が
現
れ
、
「
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ヤ
ザ
キ
、
昨

日
、
今
日
の
会
議
の
日
程
に
つ
い
て
、

あ
な
た
に
連
絡
を
取
る
よ
う
に
部
長
に

言
わ
れ
て
た
の
。
で
も
、
い
つ
も
の
ホ

テ
ル
に
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ケ
ソ

ン
の
ホ
テ
ル
で
仕
事
し
て
る
っ
て
聞
い

た
ん
だ
け
ど
名
前
も
電
話
も
わ
か
ら
な

く
て
。
そ
れ
で
以
前
に
い
た
だ
い
て
い

た
レ
タ
ー
の
予
定
表
に
沿
っ
て
日
程
を

組
ん
だ
の
。
違
っ
て
た
か
し
ら
？
あ

の
レ
タ
ー
で
は
十
時
か
ら
報
告
会
っ
て

な
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
」
「
だ
か
ら
－
、

こ
の
前
打
ち
合
わ
せ
に
来
た
と
き
、
十

一
時
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
二
時
に
は
大
使

館
に
同
じ
よ
う
な
報
告
を
し
な
く
て
は

;議議

な
ら
な
い
か
ら
、
だ
っ
て
今
日
は
金
曜

日
、
明
日
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
大
使
館
は
閉

ま
っ
て
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
十
一
時

に
は
こ
こ
を
出
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
っ

て
説
明
し
て
、
八
時
半
か
ら
に
し
ま
し

ょ
う
よ
っ
て
頼
ん
だ
じ
ゃ
な
い
。
部
長

さ
ん
は
理
解
し
て
く
れ
た
と
思
っ
た
ん

だ
け
ど
。
あ
な
た
も
あ
の
と
き
、
あ
あ

い
な
か
っ
た
つ
け
、
ま
あ
、
あ
な
た
に

言
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
．

お
れ
、
あ
の
と
き
そ
う
言
っ
た
よ
な
－
」

と
団
員
に
応
援
を
求
め
る
。
『
団
長
、
確

か
に
言
い
ま
し
た
よ
。
三
回
も
繰
り
返

し
て
言
っ
た
は
ず
で
す
よ
」
と
、
わ
が

親
愛
な
る
団
員
も
語
気
を
強
め
て
彼
女

に
言
っ
て
は
み
る
も
の
の
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
部
長
さ
ん
や
地
方
部
局
の
連
中

が
突
然
現
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
得

な
い
し
、
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
結
局

は
待
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

十
時
十
分
前
、
待
つ
こ
と
久
、
く
だ

ん
の
部
長
さ
ん
が
現
れ
ま
し
た
。
極
め

て
ご
機
嫌
斜
め
。
「
今
日
の
会
合
は
十
時

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
、
報

告
会
を
終
え
て
か
ら
、
お
礼
に
簡
単
な

昼
食
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

昼
食
会
を
準
備
し
て
、
関
係
者
に
も
そ

う
伝
え
て
あ
る
。
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ヤ
ザ

キ
に
も
昨
日
ま
で
に
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
の

連
絡
を
入
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
で
も
ミ
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がかりの調査は，学生たちにもま

たとないチャンスで，全員大張り

切りで協力してくれた。先年の調

査時には，米国カリフォルニア州

フンボルト大学の元教授・ベッキ

ング博士が参加され，人工植栽じ

ゃないかと言う博士に，根上りし

た巨樹群を見てもらって，前生樹

伐採後の根株上に更新した天然更

新木が多いことを納得してもらっ

た。200年から300年前の貢献用

材の大量伐採後に天然更新し，土

佐藩のお留山として厳璽に管理さ

れたものが現在の千本山のスギだ

と考えられているのである。

先年の調査結果では，広尾根緩

斜面のスギの純林に近いある調査

区では，スギの本数160本/ha,材
積1,485nf/haで,藤村氏設定の調

査区の中には本数264本/ha,材積

2,550nf/haというものもあった。

秋田県の天然スギの1,5001㎡/ha,

日本一といわれる神奈川県大雄山

スギ林の2,600nf/haに匹敵する。

一一一 －－

|有光一登の5H寺からセミナー3
1

千本山が百本山に

I

|｜高知県東部の奈半利川最上流部の調査は,50m×50mの方形区

|は,四国の天然ｽギ分布の中心地の毎木調査と樹冠投影図の作成，
1で，魚梁瀬スギの美林があること2m×50mのベルl、トランセク
1は広く知られている。なかでも一卜調査と断面図作成，それに10

1日千本といわれる千本山は学術参m×10m方形区の地表植生調査
1考保謹林になっていて,樹齢200が1セットになっていて，第2回
｜年から300年，樹高40mないし目の調査からは,1932年ごろに藤
|50m,胸高直径100cInを超える巨村重任氏によって設定された50
1木の林立する様は，訪れる人に深m×100mの調査区も再現され定

|い繍蕊辮研究臺では，喪施した第‘回目の調査では調査
期調査区に加えられたので，先年

,|満知営林局の委託を受けて千本1,』区数腫,0を超えた｡これだけの規
ll保謹林の林分調査を1965年から模の調査になると，教官と専攻生

'’67年に第1回目を実施して以来，を総動員しても約2週間ずつ2年

|ほぼ'0年ごとに実行してきた｡二がかりの調査になる｡．うした犬
一

上下流の協力による森林整備の取り組み1統計にみ議欝蒸鍛猿簾】

上下流の協力による森林整備の取り組み数の推移
近年，地域ごとの自主的な取り

組みとして，下流の自治体等が上

流の自治体等と協力して森林整備

を行う取り組みが増加している。

上下流の協力による森林整備の

取り組みは，地域により多様な取

り組みが行われているが，その代

表的な形態として，①森林整備費

用の助成，②分収林契約，③水源
林の取得，力嘩げられ，このほか，

山林の借り上げ，伐採期間延長契

約の締結等多様な展開をみせてい

る。これらの事例は，代表的な形

態でみると,平成9年11月現在で

全国86事例に及んでいる。

森林整備費用の助成：この取り

組みは，上流の森林所有者が行う

造林，保育等の森林整備にかかる

費用の一部を助成するものである。

全国で19の事例がみられ,実面積

で14万haに上る森林整備に対す

8690

80

70

ぐ合i
取
汁
り組み数

60

51

０
０
５
４

取
り
組
み
数

35

;(） 26

20
期燗1内設定数35

０
０

一
へ
ｖ
一
ロ
戸
【
妙

明治期大正期昭和元~2021～3031～4041～5051～6061~平成9年

林野庁業務資料（平成9年11月調査）
l)".こした取り組みは，下流の自治体等が.上流にある森林の公益的磯能の発抑

を図るために行うもののうち，①森林整備費用の助成，②分収林契約，③水
源林の取得の3形態またはそれに類するものに限定している。

資料
注

ー
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I
これまでの定期調査の結果で

は，スギ上層木の枯死したもの

はほとんどなく，中層ではシキ

ミ，サカキなど耐陰性の強い常

緑樹が優占度を増しており，林

床にはツルシキミが密生してい

る場合が多い。こうした状況の

下で，林床の光不足のためスギ

稚樹の本数が極めて少なく，実

生の発生も期待簿で，スギ後継

樹の更新はこのままでは不可能

だろうと思われる。将来，風倒

などで大きなギャップができた

として，うまく天然更新したと

しても，千本山が相当長期にわ

たって百本山，数十本山の状態

になることも考えられる。後継

樹の乏しい千本山が，今後どの

ような経過をたどっていくのか，

これからもこの定期調査を継続

して見守っていく必要がある。

|蕊溌懲’|溌溌認
新スギ？の使い方

造作用は難しい。構造用の柱に

しなければいけないと考える。

そのためには，人工乾燥を積極

的に進めなければならない。そ

うしないと集成材に取って代わ

られると。

新人類的に考えると，なぜ，

いまさら柱なのか。せっかく集

成材の技術があり，強度も増す

のだから，集成材にすればよい

のではないかと。板材にすれば

よいし，節も柄になると。

ある機械メーカーがスギの集

成ボードを開発した。原木投入

からボード製造まで自動化され

たシステムである。木取りから

乾燥，ボードの製造までこれま

でとはひと味違ったシステムで

ある。こんなシステムをだれが

考えたのかといえば，これまで

工業製品や食品などの製造にか

かわってきた技術者であり，木

材に関しては全くの素人である。

ボード単板の幅はぎも，木表，

木裏をそろえるということはし

ない。逆に，木表，木裏を交互

にすることにより，製品の安定

性を増加させている。新人類的

考え方である。

新人類の考え方，旧人類の考

え方。どちらが正しいのか。ど

ちらも正しく，両方の対応が必

要になるのではないか。

しかし，間違いなく言えるこ

とは，将来の!ごi本を担うのは新

人類，家を建てるのも新人類で

ある。

（中人類）

かつてTI-新人類｣が話題にな

った。10数年前，共通一次試験

が始まったころである。その新

人類はとっくに大学を卒業し，

就職している。社会で問題が生

じそうなのに，今ではほとんど

話題にならなくなっている。

それでは，新人類はいなくな

ってしまったのか。いや，増え

続けている。企業などの中間管

理職にも新人類がどんどん進出

している。

ところが，問題として現れな

いのは，企業の幹部管理職は新

人類が存在するということを認

識できていないことにあるよう

である。111人類（自分が旧人類

であるということも認識してい

ないが）の考え方は正しく，上

司の言うことがわからないのは

経験と能力がないためだと思い

込んでいる。

新人類のほうが多くなってい

ることにも気がつかず，自分の

していることが正義であると考

えている。旧人類と新人類の考

え方ステージが根本的に異なり，

理解することが不可能である，

ということもわかっていない有

り様である。

林業・林産業では，スギが話

題になっている。若齢級の「新

スギ」である。これからもどん

どん増加するのは必至である。

この新スギにどのように対応す

ればよいのか。

旧人類的に考えると，「|｢Iス

ギ」と同じ用途が基本であるが，

節が多く年輪幅が広いことから

(ありみつかずと／

高知大学農学部教授）

’

る助成が行われてきた。このうち

地方自治体等が森林整備を目的と

して設立した基金を通じて行う助

成が13例と多く,残りは自治体等

が直接助成するものである。

分収林契約：この方式による取

り組みは，全国で41の事例がみら

れ,477haの森林が整備されてい

る。このうち28の事例では下流側

の費用負担者が自治体であり，下

流の自治体が直接契約を結ぶ取り

組みが多いのが特徴である。国有

林を除いた契約対象森林面積は，

3/4が私有林，1/4が公有林となっ

ている。

水源林の取得：上流にある森林

を取得し，直接森林整備を行うこ

の取り組みは，自治体の水道部局

や農業用水を利用する土地改良区

等の剛体が行う場合が多く，全睡l

で22の事例がみられ,3万3千ha

の森林が取得されている。このう

ち6件は戦前に取得されたもので

ある。 (この柵は編集委員が拠当しています）

林業技術No.6781998.9
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本の{本の紹介I
中村武久，索須賀常雄箸

マングローブ入門
ﾏﾝク"-グ 涛海腱生える緑の森寅一宇

発獅誰;㈱獄霞獅諏:~i…:::.…;報!;:ﾖ農

識軽翻り溌競睡簾区本郷2=12":K…‘
#:〃蕊劃猟錨獅鵠…：:;':鷺:…{!"!f‘;．?
;41;!::::鰯獅難蝋蜘辮予:A5雑瀦頁
;戯薇燃綱獅鯛苓税)斑ゞ ;≠::;：、:や::ﾂ･

熱帯亜熱帯地域の海辺に茂る

マングローブの森には不思議な

魅力力§たくさんある。マングロ

ーブ林は海辺の人々の生活を守

る重要な生態系というだけでな

く，その特異性のゆえに観光資

源としての価値も高い，もっと

多くの人に知ってもらいたい生

態系である。

著者は20年以上も前からマ

ングローブの生態や生理的メカ

ニズムの研究に携わっている、

わが'玉|のマングローブ研究の先端

にいる研究者である。この本はH

本人のマングローブへの関心を広

げ，将来は国際的なマングローブ

保全への大きな力となることを念

じて書かれたものである。アジア

太平洋各地における著者の豊富な

研究成果や，長年の研究を通じて

得たさまざまな興味深い現象など

の経験が下敷きにあり，初心者だ

けでなく，すでにマングローブを

知っている人や研究している人た

本|本の紹介I
国際運命簑糧農業機関(MO):編鷺；
iツ｡;::r;:;熾潤際食糧農業協套談

～●●

世界繰林白,l}
世界森林白書1997

蕊

鑑:瀦韓(鋤国際食糧幾業協姿謡i騨群蕊;:

鋤蜘職凍意識F代戚馴鬮駿河蹴畢童
蕊鐙燃蕊i!;慰蕊耀:､!;蝿識織職#;

登釜撫瀦撫綴繍撫
擬;鴬蹴繍職揃簡薪赫擁‘灘職:#;1隠蕊；

本書は国連食糧農業機関

(FAO)が隔年で発行する"The

StaleoftheWol･ld'sfol･-

ests,1997"の日本語訳である。

この「世界森林白書」の第1号

は1995年に出版され,本書はそ

の2同目になるが，前|画lに比べ

ると内容が一段と豊富になり，

ページ数もぐんと増えた。ここ

には確かに「世界の森林と林業

の動向についての正確で最新の

情報」がぎっしりと詰まってい

休業技術N0．6781998.9

る。しかも下記の章構成からも知

られるように，森林・林業問題の

ほぼ全域がカバーされるようにな

った。

＊＊＊

第1章森林の保全・開発の現状

と動向(森林資源の最近の現

状と動向，森林経営と利用の

動向，森林生産物及び機能の

動向と現状，林産物の国際的

な現況）

第2章政策，計画及び組織体制

ちにも新しい知見を与えてくれる

ものとしている。

＊＊＊

第1章では「マングローブ」の

諮源から説き起こして、その生育

場所の特性や分布の実態，マング

ローブ植物の起源と進化，その生

態と生理の解説をしている。不可

思議な根の形態と意味，胎生種子

のいろいろ，海水でも生きられる

秘密の解説など盛りだくさんであ

る。第2章ではマングローブの利

用法，海洋生物の生態と利Ⅱ1，人

的圧力による林の減少の実態とメ

カニズムを述べている。東南アジ

アでおなじみの屋台で使う木炭の

ための大規模な炭焼き釜，この炭

が国際商品となり，現在ではH本

でもキャンプ用の木炭として販売

されている。また，エビの養殖や

錫（スズ）採掘の問題はマスコミ

で何度も報道されたものだが，こ

れらの実態と問題点の指摘，共存

（国レベルの政策；課題と動

向，陸|レベルの計画策定の動

向，組織的枠組みの発展，森

林に関連した国際的な対話と

取組，森林･林業関連の資金）

第3章地域別のハイライト（ア

ジア太平洋地域，近東，アフ

リカなど7地域）

添付資料(定義，統計資料など）
＊＊＊

97年版には特別記事として持

続可能な森林経営の規準と指標に

関する章が付されているが，訳書

ではこれが省略された。それがち

ょっと残念だが，最新の統計に加

えて国際的な論議もフォローされ

ており，ずいぶんと参考になる。

また，今回の白書で目を引くの

は，林産物需給についてこの

20～25年間の動向を振り返りな

がら2010年前後を展望している

ことだ。全体としてかなり突っ込

んだ分析や記述が随所に見られ、
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Ｗ
叩
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叩
丘
且
岫
叩

ｑ
写
真
①

の方法など著者の関心は広い。

第3章で地球環境保全に果たす

役割を森林喪失の現状，生物極

滅亡の危機，地球温暖化防止の

観点から述べ，防災機能，魚付

き効果を説明して「マングロー

ブ林を学び，地球環境を守る」

ために植林はすぐ･に必要だとい

う結論を述べている。第4章で

は未来へこの林を残すための持

続的な利用の仕方を述べ，この

林の造成のための具体的な技術

や植林活動の実際を紹介して技

術者にも役立つものにしている。

終章ではマングローブの研究や

観察に必要な50樹種を図入り

で解説しており，この生態系の

重要性を多くの人々に正しく理

解してもらい，保全のための支

援や協力を得たいとする著揖の

意図が全編に感じられる。

(林野庁研究普及課

首席研究企画脚/桜井尚武）

林政拾這抄

町
Ⅱ
。
Ⅱ
１
曲
Ⅱ
叩
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ⅱ
い
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

洪水を

防いだクワ
１
１
１

「源泉混々として挫夜をおか

ず，城邑（じようゆう）を潅概

してその沢を被る｣<町の中を流

れる川がいつも豊かで尽きるこ

とがなければ，その水の恩恵を

『li民はいつまでも享受すること

ができる〉という意で,山の持つ

水源かん鍵機能の大切さを説い

た言葉である。この語に初めて

接したのは，私がまだ大学院生

として林政学の研究を始めたこ

ろで,たまたま夏休みで郷里(禍

,井県勝山'li)に帰っていたある

l-l，家の裏の神社の一角に建つ

｢林季梁遮偲碑｣の'|Iにこの文･商

を見つけた(写真①は最近のも

の)。碑文には，林季梁(林

毛川-1801～58)が勝I1I勝の家

老職にあったとき，’1ｲ政収入を

_上げるため奥111の森林を伐採し，

その結果水害に悩まされていた

弊害を改めるため，木材に代わ

る収茄源として「クワの栽端を

奨励した」と記されている。そ

の後，この地は生糸を原料とす

る織物産業が栄えた。

水害防備のために植えたクワ

が織物産業を育てた例は，昔か

ら水害の多い由良川沿いにある

京都府綾部市でも見られる。ク

ワは大水を被ってもしっかりと

土壌を守る性質があるので，川

の周辺には古くからクワが植え

られていた(写真②)。

クワは古代の調布の原料とな

り,下って天保11年(1840)この

地に招かれた佐藤信淵（江戸時

代後期の農学者）が遺した「巡

察記」にも，綾部十二村のうち

背野村，井の倉村，同新町付近

の鞭情について,｢田畑等少シハ

有ルニヤ，皆是流作場ナレバ算

スルニ足ラズ。唯此ノ烏地ニハ

桑ノ木頗ル多キヲ以テ(中略)蚕

児ヲ飼ヒテ潤沢ヲ被り，御国恩

ヲ受ル事厚カラズトセズ」とし

て,流作場(洪水のとき水を被る

場所)にはクワを植えることが

多かったことが記されている。

勝山，綾部両市とも，現在で

は化学繊維を原料とする織物産

業に変わっているが，そのそも

そもの始まりは，前者では森林

を禁止する代わりの収益源とし

て栽培したクワから，後者では

水害を防ぐ木として植え付けた

クワから始まっているのが興味

深い。水害の多い地方ならでは

の文化(森林文化)である。

（筒井辿夫）

別
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ毒にも薬にもならない型どおり

の文書とはひと味もふた味も違

う。このレベルを落とさなけれ

ば，今後とも肚界の｢森林白書」

として広く受け入れられること

になろう。

私も原著を一読して直ちに大

学院のゼミのテキストにした。

インターネットを使う学生たち

はFAOのホームページから白

書の本文を直接プリントアウト

し，私が配布したコピーよりも

ずっと鮮明なテキスI､を作って

自慢していた。近ごろでは彼ら

から新しい情報を得ることが多

い。

なお本書の作成には林野庁の

海外林業協力室を中心に陸I際経

験の豊かな専門家が協力してお

り，つまらない誤訳に気を遣う

ことなく安心して読める。

１
１
１

卿
師
洲
関
聞
閥
別
Ⅱ
引
削
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
○
ｆ

(筑波大学農林学系教授/熊崎実）

一

▲写真②
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? '… ログハウス
一般に，ログハウスといわれている建物は昭和
61(1986)年の建設省告示第859号に規定された丸

太組構法によって建てられたものである。この構法

に類似のものはわが国でも古くから存在し,校倉(あ
ぜくら）造りや井篭組（せいろうぐみ）と呼ばれ，

穀倉や倉庫の建造に用いられてきた。

建設省告示では，この構法を丸太，製材その他こ
れに類する木材（丸太材等）を水平に積み上げた壁

による建築物を建築する工法をいうとしている。建

築界では，この壁を構成する丸太材等を校木（あぜ

き）と呼ぶこともある。

この構法の規定は一般化されている在来軸組構法

のそれより厳しく，地階を除く階数が2以下に制限

され，かつ，2階部分に耐力壁を設けないで，小屋

とすることが義務づけられているため，2階部分は

小屋裏（ロフト）として利用されている。また，延

べ而積は300㎡，高さは8.5mに規制されている。
校木の樹種は建築基準法施行令第89条に掲げら

れているものまたはそれと同等以上の品質を有する

もので，耐力上の欠点がなく，その断面積が120cnf

以上1,400clf以下（真円では直径12～42cmに相当）

に規定されている。また，校木には継手を設けない

で，耐力壁内にある校木の相互間には構造耐力上有
効なダポ(直径91nn1以上の鋼材または小径25mⅢ以上

の木材で，隣接する校木に十分に水平力を伝えるこ

とのできる長さのもの）を所定の本数だけ配置する

規定がある。

耐力壁の高さは4m以下とし,i肘力壁線相互の距

離は6m以~ドで,耐力壁線によって囲まれる面積は

30nf以下とされている。

外壁の耐力壁相互の交さ部においては，耐力壁の

最上部から土台までを貫く直径13mⅢ以上の通しボ

ルトを設けなければならない。また，耐力壁の端部

および開口部周囲は，通しボルト等により補強しな

ければならない。

校木の断面積が比較的大きいので，乾燥材を集成
加工したもの以外は乾燥するにつれて収縮し，壁の

高さが低くなることが多い。この現象をセトリング

と呼んでおり，建具や下地材などを取り付ける際に
不都合なことが生じないように対策を講じておく必

要がある。

また，耐力壁の上部から土台まで貫く通しボルト

を設ける際なども，校木の収縮に応じて締め直しが

行えるよう，ボルトの位置や取り付け方などを工夫

しておくことが大切である。

建設地が霧や雨水の多い別荘地などの場合は木材

が劣化しやすいので，建設時に防腐措置を講ずると
ともに，その後の維持管理に十分配慮する必要があ

る。

なお，平成10年3月に，側日本建築センターの評
定委員会において，ログハウスの防火性能が一定の

条件を満たす場合は,｢土塗壁同等以上の効力を有す

る構造」として認められたので，市街地でも防火地

域と準防火地域を除く地域での需要拡大が期待され

ている。

(鮒|ﾖ本住宅・木材技術センター
客員研究員・山井良三郎）

【参考文献】建設省告示第859号。改正（平成2年建設
省告示第2023号)。｜~|本建築センター，丸
太紺構法技術基準・同解説,1990年版

◆先月号の本棚では，「大規模木造建築物」について解説しています。

鱒 ＊口今村裕銅・川井秀一・則元京・平井卓郎=編著，建築に役立つ木材・木質材料学，東洋書店(aO3-3269-

ip熱剛鱒繍鰡身雛蝋ｻﾝ〆…宅は蒙塵と…‘封,ｼ繧社(……ル
'98.2,212p・B6,¥1,524

鳶口北海道水産林務部治山課=監修,北海道民有林治山事業5‘年史,北海道治111協会(a011-222-0161),'98.3,
房伽626p･B5,¥9,800

鯆口麻野尚延二編箸,わが国農林業と規制緩和,縫林統計協会("03-3492-2987),'983,364p･A5,¥3,500
瀧口林野庁･建設省都市局=監修,土をつくろう樹木と土のはなし,日本緑化ｾﾝﾀー(壷03-3585-3561),‘983,
野表64p・A5,¥524
庁示口国際連合食糧農業機関(FAO)=",世界森林白書(1997年版],凶際食職農業協会(a03-3294-2425),'98.3,

"-230prA4､¥5,000
館瞥口天野正幸=著,屋久杉をみつめて縄文杉,天野正幸(50568-95-0844),'98.4,44p･A5,¥524

蕊目蕊駕箪鴬墾凛9隼蕊繍爵職餅｡"jA",¥680'
編口林道技術研究会=編，林道必携〔設計編〕，日本林道協会(a03-3581-2288),'98.5,941p･A6,¥4,000
ポロ八田洋章雲著,木の見かた,楽しみかたﾂﾘーｳｵﾂﾁﾝグ入門,朝日新聞社(a03-3545-0131),'98.5,294
受 p･B6,¥1.50()

尚口日本林業協会雲編林業ﾊﾝドプｯｸ〔平成10年度〕,日本林業協会(a03-3586-8430),'98.6,281p･A
雷6，￥1,524
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漱業蔚漂行三一萱

区分

募集

名古膿

東京

＄D

m1

区分

尾

行醜名

第10II!Iふるさとの松ポス
ター原両コンクール

98建築総合股NAGOYA

シンポジウム「絶滅から救
おう!1IMIII植物一保謹と

溢棚防止を考える」

"21''l｢IWi"III森林走遊学
大会」

行'lfgg

IUIWII

募集中
～9.30締切

9.17～20

9．23

10:O()～17:()(）

9．27

!UIIH1

募雛|竪逼綴撫糊遮鋤ポ難集中～l0I1求日締切

闘歌山|ｼJ職y蝿錐あ!｡|'0J~’

鹿児烏HayatokallDesignlO.3～113
Conpetiti()11'98

r木と生活文化微'98」

三咽全建総迎第141醐全'五I背年10.6～8

技能競技大会

海外国民参加の森林づくり海外10.7～18
指導者柵修会

富山’第421''l全荊迎大会 10．14

秋「ロ鯛llll'l陞水を船ろう余幽10.16～17

フォーラム

東京ウインターリゾートi9910.16～18

農野|鳶職鰈遡““材!"ア

全国各地第7回・全凶一汗親子で10.18

楽しむネイチヤーゲーム大
会

東京第34回林道研究発表会お10.20～21
よび林道研究会発足35周

年記念行或

山梨第35回全国林材業労働災10.22
害防止大会

"111シンポジウムr脆校を間10.29～30

い・過疎を･吟え・未来をデ
ザインする」

45

9 月
主催団体／会場／行珊Iﾉ1容等

栃木県（〒320-8501字郁宮市墹田1-1-2()林務部造林線内査028-623-
3296)／募集資格：県内に居住，または県内通勤･通学の方。松くい虫被害
対策の一環として，ふるさとの松を題材としたポスター原画を舞集。

(柵愛知建築上会(a052-261-ﾙ151)･(W!|｣部縫済新聞社("052-561-
5215)／名古屋市中小企業振興会館吹上ホール（名古屋市千狐区吹上2-6-
3)／業界および一般を含め，越築材料，股鮒機辮等の悩報交流を図る。

(棚I｣本山岳会自然保謹委貝会(壷03-3261-4433）・北海道澗山械物職掘防止
ネットワーク／全電通ホール(T代田|"IIl.U駿河台3-6)/金岡の碕山植物
の現状を知り，保誕への対餓を醤える。

商尾山森林マラソン実行委典会・森林マラソン紺搬委員会（窓03-5684-
8113)･柵国_I録化惟進機ﾙ／東京部八王子i1祁尾III(大平幽打林)/一般
市民を対象に，さまざまな形で森林に親しむ活肋を体験することで森林・
林業の大切さを認識してもらう。

10月
i弓雌団体／会場／行恥内容報

細国土緑化推進機俄（千代111区平河川12-7-5砂防会館内,a03-3262-

8151)/国民の緑化思想の高揚を凶る･炎彰は第50回全国植樹祭会場（静
岡県）にて。

全国森林とのふれあい休暇推進協議会(a03-3581-0485)/高野11l会館(和

歌山県高野町)／森林づくりの推進@1l1村活性化のため，山村を舞台に山
村・都市住民それぞれの経験，知識を交換し，森林と人との関係を考える。

｢木と生活文化賞'98｣実行委員会(窓0995-42-1148)／水と生活文化ミュー
ジアム南風入館／全国のアーティスト・クラフトマンから厳選された作品
を展示。

全国建設労働組合総連合(a03-3200-6221)/鈴鹿市立体育館(三重県鈴鹿

市江島台1-1-1／青年屑の建築技能の向上を図る。

㈹国土緑化推進機織(公03-3262-8451)／スイス，ドイツ，フランス／全国
のr国民参加の森林づくり」惟進にかかる指導群を対象とした、訪問視察
研修会。

全国l11林種苗協同組合連合会(a03-3262-3071)･7iVIII鼎樹燗緑化脇|可組
合／富山県民会館(gll1市新総IIII"4-18)/当iniする箭朏l題について討議
し，優良種苗の生産を迦じて国土緑化の惟進に寄与する。

l尚l実行委員会(Wkl1｣県山本郡藤里M1役場企mi振興i側内,a0185-79-2111内
線163)/藤里111J総合l淵発センター。

同実行委員会(窓03-3989-3535)／東京･池袋サンシャインシティ|ﾉ1コンベ
ンションセンターTOKYO/国村林を含むスキー場をはじめとする冬の
リゾートを紹介することにより，その利ll1と地域の活性化を図る。

仙全FI本木材市場連盟(a()3-3818-29()6)・木艸窟材市売協同組合･木曽木
材工業協同組合／木曽官材1ii売協同組合（焚野県木簡郡上松川正島II112-
45,壷0264-52-2480)／木曽木材の狩饗拡大と木杵材推界の連棚強化･活性
化を図る°

紬H本ネイチャーゲーム協会（窓()3-5376-2733)／全国124会場／ネイチ
ャーケームを通じて自然とふれあう。

林道研究会（千代田区永田町2-4-3水山Ⅲj.ピル[1本林迩協会内,a03-

358142288)/中央会館(中央区銀座2-15-6)/林道に関する技術の研究,悩
報の発表交換等を通じて．林道蛎業の発腱に寄与する。

林業･木材製造業労働災審防止協会(a()3-3452-4981)/山梨県立鼎民文化

ホール（甲府市寿町21-1>／林業および木材製造業における労働災害の防
止を図る。

JUONNETWORK(a()3-5307-1102)/HIIIJ'↓利側村／全国の関係者を
ネットワークで結び，地域興しのために、各地で廃校となる校舎の今後の
利用をみんなで考える。

林難技術N().6781998.9
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●番町界隈文人に愛された街

森林航測第185号刊行.／
①譲村(S.12-18)舘巾ケ谷 Sl2－23

年度3回刊,B5判,24頁，定価(本体570円十税）
お申込みは日林協事業部までどうぞ。

(E03-3261-6969,FAXO3-3261-3044)

自分で作るオルソフォトーパソコンと市販ソフトによ

る作成例・………･…．．…･…･…････････．．…･･小林裕之

航空写真判読・測量法一アナログ解析法からデジタル
解析法へ．…･…･………．．……．．………･････芝正己

平成10年度森林測量事業予算の概要…．｡････北浦真吾

紋様百態一空から見た大地の表情・森林総合研究所

蔚蓮調〔デジタル時代のワンポイント地図学〕
1．地図の3要素一縮尺,投影法,図式……塚原弘一

S･23

簿
叔

馬
Ｊ
凡
叩
“
麺
細

日

ぐ
些曜学1判

側ツ谷

新宿通り

番町の街並みは，昔から変わらぬ学校と民家のたたず

まいであります｡戦前にはこのあたり文人の多く住む街で

もありましたが，本会のある六番町周辺には，別図のよ

うな著名人の居住地があったと郷土史が伝えています。

‘編集部雑記）
小笠原諸島豊かな自然の残る楽

園をイメージする島々で，造林樹種
として導入されたアカギが，本来の
白生地より良好ともr;われる自然条

件のなかで猛威とも言える勢いで小

笠原の自然環境を侵略している。自

然的圧力皆無のなか増殖を続ける様
を聞いて、ザイセンチュウがオーバ

ーラップした。ここでは又，アカガ
シラカラスバl､という美しく人を恐

れぬ間有の野鳥が絶滅せんとしてい
る。小笠原には，森林に関わる者が
考えなければならない課題が凝縮さ
れているようだ。（カワラヒワ）

8月号訂正

先月号p.33の立川氏，齋藤氏
の写真力誤っておりました。次のと
おり訂正し,お詫び申し上げます。

’
一
一
一
一
一
一
一
一

き
一
一
雪
一
二

’
一
一
一
草
一
一
一
一

芦
フ

’
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
訓
一

羅
一

◎海外出張（派遣）

8/31～9/5渡辺理事,8/31～9/

27大､ド課長代理･山｢I技師。広域
熱帯林資源調森，ミャンマー国。

◎研修受入れ

8/17～9/18,森林土嬢（集団）

コース，中国ほか3カ国6名，「森

林土域｣。
8/21，ブラジル民間企業技術者

Ml･.SilaSZenほか1名,｢11本の

林業珊情，造林技術について」
◎調査研究部関係業務

8/6,於木会,腱村地域の資源管
瑚のための|話下流連勝システム

(森林保全）に関する調査委員会。

8/11～12,於長||碕県1発県III].,ツ
シマヤマネコ希少野生動植物種保

謹管理対策i洲査に係る現地検討委

員会。
8/26,於本会，ライチョウ希ノ

辰

殿上
＆

夏の異変この夏，お隣り鯨圃・
巾剛では末紳有の洪水が州次いだが，

国内東側本では，一部地域が晦雨Iﾘl

け寅言のないまま今|剛の蕊雨に見郷
われた。東京でもこの夏まぶしい宵
空と入道雲を見たという記憶はあま

りない。子どもも成人した今,111li}
り中の親類の剛児を今年もプールに
連れて行くことを楽しみにしていた

が，晴れのII少なくかなわなかった。
この夏の異変はまだありました。台
風の発生が少なかったんですね。で
も本号校rHの頃に初襲来の予報が
出されています。（平成の篭手箱）

(立川氏）（齋藤氏）

勁少野生動植物種保護管理対策調

査委員会。

◎熱帯林管理情報センター関係業務

8/7，於本会，「シベリア・極東
地域森林･林業協力指針策定調査」

第1回委員会。

◎計報

元本会主任研究員・瀧川勝弘氏

には7/29,逝去された（享年66

歳)。

文化人類楽お金をかけずとも，

いついかなる場所でも楽しめること，

それが文化だと言った人がいます。

なるほどそうかもしれませんねえ。
しかし，身につまされる言葉ではあ

ります。私なんぞ，職場で厄介な仕

事が入ると｢めんどくせ－なあ｣，家
でカミさんにプロ掃除を命じられる

と「ったくも－Jとぶつくさ文句ば
かり言っている非文化人当確者です。
｢よ－し，やってやるぞ」r見てろ、
ピカピカにしてやる｣｡こんなふうに

楽しめる文化人ばかりなら，世の中
活気づくのかも。(II1遊亭明Wl)

＊本会への入会をご希望の方は、本会総務部念03-3261-5282までどうぞ。

林業技術第678号平成10年9月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人I:1本林業技術協会。

〒102-0085束京都千代田区六番町7TEL.03(3261)5281("
振祷00130-8-60448番FAX.03(3261)5393("

【URL]http:"www.jade.dti・nejp/rjafta

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST
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｢勝通会溌3,500円・学生会費2,500円・終身会費(個人)30,000円〕
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第2報

●このチャンスにふるってご参加ください…

紬日本林業技術協会支部連合大会のお知らせ

今年度も日本林学会各支部大会との共催として，本会各支部連合大会が各
地で開催されます。日程･会場等の詳細は本誌7，8月号と今月号（22ペ
ージ）に掲載してありますので，各会員はふるってご参加ください。

日林協ホームページが開設
されました（試験運用中）

下記メニューがご覧になれます

【URL]http:"wwwjade.dti.ne.jp/~jafta

社団法人日本林業技術協会（日林協）
JAPANFORESTTECHNICALASSOCIATION

(JAFTA)

戸嘉肩壼U[雇砺壽臺丙1
｢目雨羅IE薑雲司E室雨雲1
｢吾胃示雨11煎業摸｜
忘蒜菫丙1にﾜﾗﾗｮ

●空中写真に関する技能を高めたい方に…

平成10年度（第21回）『空中写真セミナー』開催のご案内

目的：本セミナーは，空中写真を現在利用されている方々や今後新たに利

用しようとされる方々を対象に，空中写真を効果的に利用するうえで必要

な実技や現地演習による実務中心の研修を行い，空中写真の高度利用によ

る諸施策の効率的な実施と経済社会の発展に寄与することを目的として，
櫛日本林業技術協会が実施するものです。期間：平成10年10月12日侭）

～16日㈱の5日間会場：㈱日本林業技術協会会議室（〒102-0085東京

都千代田区六番町7）研修人員：25名参加費：35,00O円く刑多費･教

材費・現地演習費(消費税込)等＞。ただし，セミナー参加のための交通費，
宿泊料は各自ご負担願います。申込み方法：平成10年9月18日までに

所定の申込書(当協会にあります)にご記入のうえ，細日本林業技術協会研
修室あて送付してください。なお，定員になりしだい締切となりますので

ご了承ください。問合せ：当協会研修室(直還盃03-3261-3866,担当：小
原加藤）主催：㈱日本林業技術協会後援：林野庁･日本製紙連合会

催物等案内

賊業按

リ
」型

◇最新情報

慧撫懲灘鍵麓葬癖等
◇出版物案内。販売品案内
今までに日林協が出版制作した定期刊
行物(『林業猿術｣・嚥称航測豹,"入門
書…技術解説書等の図書やビデオ.物
品の内容を紹介しています。

◇催物等案内
日林協は，毎年写真室ンクー〃や林業
技術コンテスト等様々な催物を行って
います。そ鰯洋間を通似た認定海詳し

い内容はこちら:でず｡
◇日林協概要
社団法人日本林業技術協会陰今年77
年篭迎えた長い歴史を持つ組織です。
その沿革や業務内容はこちらです。

◇入会ご案内
日林協は1万人を超える赫業擬術者の
会員組織です。会員鱈なるといろいろ

な特典があります。あなたも会員にな
りませんか．｡

◇空中写真
日林協は空中写真・森赫航測分野では
長い歴史と技術を持勧;た組織志す。空

中写蕊・森赫航測に関誹る様燕愁情報
はこちらで魂一…
◇今月の不思議
日職協編雁"6不思議瀞リー濁（東京
書籍）より話題を提供します。

◇『林業技術』目次データ
r緋業技術』創刊号か:ら最新号までの
「目淡のデータ」を収録しています
（500号までアップ済み)。

●リンク集
林蕊関係ホ:=ムページの案内

●心に残るカットをぜひご応募ください…

第46回森林・林業写真コンクール作品募集要領

題材：林業技術(育苗・植栽・保育・木材生産・木材利用など)，森林（森

林の景観・環境保全・森林動植物の生態・森林被害など)，農山村(生活・

風景など)，緑化,森林レクリエーション。作品：一枚写真(四ツ切および

ワイド四ツ切・組み写真は含まない)とし，カラーの部,モノクロの部に分

けます。応募資格：作品は自作に限ります｡応募者は職業写真家でないこ

と。応募点数：制限しません。記載事項：①題名,⑧撮影者(郵便番号・
住所･電話番号・氏名・年齢･職業)，⑧内容説明，④撮影場所，⑤撮影年
月日，⑥撮影データなど。締切：平成11年3月末日(当日消印有効）送
り先：〒102-0085千代田区六番町7棚日本林業技術協会「森林･林業写
真コンクール」係査03-3261-5282作品の帰属およびネガ（ポジ）の提

出：入賞作品の著作権は主催者に属し，応募作品は返却しません。作品の
ネガ(ポジ)は入賞発表と同時に提出していただきます。その他の注意事

項：①応募写真は合成写真でないこと，⑧他の写真コンクールに応募した
写真でないこと．⑧労働安全に関する法令に定める安全基準に適合するも
のであること（例えば，作業等で保護帽を着用していない作品などは，入
選できませんのでご注意ください)。審査員（予定）：八木下宏氏(写真
家)，三木慶介氏(写真家)，全国林業改良普及協会出版部長，日林協専務理
事入選者の決定と発表：審査は毎年4月上旬に行い，結果は，入賞者に
はそれぞれ通知し，「林業技術」（5月号）に掲載します。作品の公開は随
時同誌上等にて行います（ただし，表紙・季節にふさわしい作品を優先掲

載)。表彰：カラーの部,モノクロの部とも,特選(農林水産大臣賞)1点＝
10万円,一席(林野庁長官賞)1点＝5万円,二席(日本林業技伽流会理事長

賞)3点＝各3万円.三席(日本林業技術協会理事長賞)10点＝各1万円,佳
作20点＝各楯。なお，三席までの入賞者には賞金，賞状のほか，副賞とし

て楯を贈呈します（同一者が2点以上入選した場合は，席位はつけますが
賞金・副賞は高位の1点のみとします)。

●当協会の出版物･催物･公募等のお知らせは，随時，誌上でも紹介し
てまいります。
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野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

巾広い適用害獣
ノウサ語カモシカ、そしてシカに患避効果

が,認められた初めての散布タイプ芯避(1Iで寵

散布が簡単
これまでに無いゾル剤てくシカ､ノウサギの樹
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長い効果
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安全性
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きれてきた低鋤l薬剤で普通物です。
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販売mS大同商事株式会社製造保土谷アグロス株式会社
本社／〒105-0013東京都港区浜松町1丁目10番8号(野田ビル5F)
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ミニ温室効果による成長促進
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シカ〃カモシカ・ウサギ・ネズミ

食害完全防止
経済効果バツクンノ
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★下刈り軽減
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(京郡研究所）
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あらゆる図形の座標・而積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同|侍測定できる外部出力付の

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け ~~聖 ’’ 検査済み±0．1％の高精度

写興はスーパーブラニクスβの椴準タイプ

スーパープラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して
いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご脳入

されたときからすぐ士0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’’コンビュタフレンドリィなオプションツール追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーバーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

プー1－フークスβ(ーﾀ）スーノ

や外部出力付吟
標準タイプ･…・・

プリンタタイプ

￥160．000

￥192.000

’（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

－、〆

豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高|朧スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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日林協の新刊図書林 新
図前橋営林局編
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オオタカの営巣地における
森林施業-生息環境の管理と間伐等における対応一
■A4判･152頁･カラー図版■定価（本体4000円十税）

●人工林や二次林に営巣することの多い猛禽類の特徴等をまとめ、どなたでも種を絞り込
めるように識別点を解説／

●より多くの野生生物の生息環境を生み出すような人工林の管理について解説／
●英・米でのオオタカ生息地管理法を紹介しながら、わが国における林分管理方法を検討
②間伐を中心に、実際に施業を実施する際に注意すべきことをマニュアル化／

第1章人工林・二次林に生息する猛禽類の一般的生態オオタカ／ハイ
タカ／ツミ／ハチクマ／サシバ／ノスリ／比較となる種〈執筆者〉

／

第2章人工林等の管理について林分管理・林分配置の基本的な考え石塚森吉（森林総合研究所物質生産研究室長）
方／オオタカ生息地における林分管理・林分配置 遠藤孝一（日本野烏の会栃木県支部副支部長。

オオタカ保謹墓令事務局長）

第3章曾喋艤驍蕩凝謹,誤謬睾鱒璽譲正鳥護潟蕊瀧鱸譲熱授。
環境の整備

前・森林総合研究所東北支所保護部長）
参考資料検索チャート／飛翔時の注目点／レッドリストとレッドデータ
ブツクのカテゴリー定義／参考文献

開発援助に携わる人々の必読書｡授業教材としても高い評価｡関係国でも多くの翻訳一待望の日本語版登場ノ

マイケル｡M･チェルネア編／“開発援助と人類学”勉強会訳
司

に毒幾醗驚静霊‘
開発援助は効率的に行われてきたか？地域〔社会学･人類学の知識と開発プロジェクト〕（第'章）
の人々 が真に求める援助とは？－編者〔実施プロジェクトのさまざまな局面とその検討〕
は世界銀行の政策ブレーンとして活躍。開灌潮プロジエクト／入植および住民移転プロジェクト／畜産プロジェクト／漁業プロジェクト／林業プ
発援助のあり方に社会学･人類学の立場かロジェクト／農村道路プロジェクト(第2～11章）
ら迫った信頼篇い指針の書。〔プロジェクトの評価・受益者の参加・社会データの収

集〕（第12～14章）

国内各地を訪ね歩いた女性フオレスターの眼で、海外から訪れる人たちのために書かれた日本の森林・林業ガイド。

THEFDRESTS"FJAPAN/J呉弟雷勗雛窪”膜語調 省･林木技術センター主任研究員。農学博士

B5変型80頁定価(本体1000円十税）

著者は東京農工大学農学部客員研究員として来日。自身の経験から「日本の森林・林業

海外への紹介資料、について､そこがどんな森林であり、どのような林業が行われているのか」を知る英文
備え付け図書として最適。情報の入手の難しさを痛感｡本書は、海外からの視察者や留学生のために、同大学木平

教授をはじめ著者が訪れた各地の方々の協力を得てまとめられました。
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森林の地理情報システム(愚鱈)はここまで来てい患ノ書界に大きな反響′好評発売中ノ

森林GIS入門:冨蟇;臺關ハ
ーこれからの森林管理のために一新しい時代の森林管理・森林情報とは。

林お求め（ 本林業技術業 会事業部まで土 技 協 部日:……社団法人
085東京都千代田区六番町7〒10好

図書の
0085東京都千代田区六番町7TEL.03-3261
お求めほ書名冊数･送付先種電話蚕氏名を明記の

-696
-も

つ元

AX｡03-3261--3044
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